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小林 洋平 

 

2026 年 4 月より東京大学物性研究所長を務めることと

なりました小林洋平です。この機会をお借りし、就任のご

挨拶を申し上げます。 

まず、前所長・廣井善二先生におかれましては、物性研

が次世代へ歩みを進めるための研究組織の在り方について、

新たな道筋をお示しくださいました。ここに深く敬意を表

するとともに、心より感謝申し上げます。 

さて、これまでの所長は理論系、あるいはスモールサイ

エンスを専門とする先生方から選出されてきましたが、私

の専門はレーザー開発です。すなわち、第 18 代所長は、

強磁場・レーザー・中性子・放射光といった大型施設に

関わる分野から初めて選出された、いわば異色の所長とい

うことになります。この人事については、物性関係者のみ

ならず、当の本人が最も驚いているところです。光という

ツールを提供する一研究者から、研究所全体の舵取りを担

う立場へ。この転換は決して容易ではありませんが、皆さ

まのご期待に応えるべく、微力ながら所の運営に尽力して

まいる所存です。 

所長就任に際し、改めて物性研の歴史を学び直しました。

1957 年の設立当時、物性研には、個別の機関では維持す

ることが困難な装置群を集中的に整備し、全国の研究者に

利用の場を提供するという大きな使命がありました。これ

を第一世代と位置づけています。1956 年当時の日本学術

会議会長であった茅誠司先生(初代物性研究所長、のちの

第 17代東大総長)が政府に宛てた文書には、その設立趣意

が明示されています。すなわち、「物性物理学の総合的か

つ基礎的な研究を行い、それによってわが国の科学の水準

を高め、工業技術の発展に貢献する」こと、そのために

「対象とする物質にあらゆる研究方法を多角的に駆使する

きわめて高度の総合性」を追求することです。この趣意の

もと、関係各位の多大な尽力により、物性研には極限環境

をはじめ、中性子・放射光・レーザーといった各種量子プ

ローブが整備されてきました。そしてその文書は、「わが

国の工業技術の要求から生まれる問題ないしは明日の技術

の母体となる問題を根本的に究明していく」と続きます。

これは実に壮大な構想です。 

第二世代となる 1980 年代には、物性研究のための大型

設備や極限環境を自ら開発し、新たな学術領域を切り拓く

研究所へと発展しました。これは「あらゆる研究方法を多

角的に駆使する」という設立趣意を体現したものと言える

でしょう。 

第三世代においては、2000 年に六本木から柏へ移転し、

極限環境・放射光・中性子・大型計算機といった研究資源

を一層充実させるとともに、広く学術コミュニティへの提

供を進めてきました。また、研究対象もソフトマターや生

体物質、液体へと広がり、従来の固体物理学の枠を超えた

新たな学問領域が展開されました。 

一方で、この間の社会情勢は大きく変化しました。地球

環境の持続可能性に関わる技術開発は一刻の猶予も許され

ない課題となり、AI の飛躍的進展はエネルギー消費の増

大をもたらしています。その結果、大容量通信インフラや

省エネルギー半導体の開発が急務となりました。さらに、

国内の深刻な労働力不足を背景に、フィジカル AI への期

待も高まりつつあります。 

こうした社会的背景のもと、物性研は本年 4 月、新たな

研究体制へと移行しました。物質合成・量子ナノ物性・計

算物質科学の各施設・センターを独立させるとともに、研

究部門を理論・先端計測・多様物性の 3 部門に再編しまし

た。大型施設を有する研究所として、極限環境や量子ビー

ムの研究インフラを拡充しつつ、各部門から革新的・萌芽

的研究を創出する——このバランスこそが、第四世代の

研究所が目指すべき形だと考えています。 

実社会から要請される課題は、物理学の対象として捉え

ると、ときに極めて複雑で解決が困難です。レーザー加工

になぞらえれば、それは非線形・非平衡・開放系の物理に

相当します。しかしながら、第四世代においては、設立趣

意にあるように、こうした社会的要請に応え得る研究所へ

と進化していかなければなりません。そのためには、施設

の着実な技術向上に加え、部門から生み出される革新的な

ブレークスルーが極めて重要となります。産業界がアカデ

ミアに真に期待しているのは、むしろ基礎研究である——

これが私の実感です。 

ここで少し脱線をお許しいただき、私がこよなく愛する

鮨の話に触れたいと思います。江戸前鮨は、卓越した技が

所長就任にあたって 
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施された芸術であり、日本が世界に誇る文化の粋です。今

日の洗練された鮨は、江戸時代のそれとは大きく異なり、

職人たちが絶えず技術を磨き、変化を続けたことによって、

伝統が受け継がれてきた結果でもあります。 

研究者にもまた、鮨職人と相通じるものがあると感じま

す。それは、自らにしか成し得ない技を持ち、それを基盤

として成果を世界に発信し、以って世界全体の水準向上に

寄与する姿です。近年では、サイバー空間に自らの知と技

の分身を置き、研究そのものが自律的に進むような世界も

現実味を帯びてきました。しかし、その先においても職人

技は尊重され、やがて一般化されていくでしょう。この循

環こそが世界をより良くするのであり、「伝統は変わり続

けることで守られる」ことの具現であると信じています。 

大局的に見れば、そのような人材を育成することこそが、

大学や研究所に課された最重要ミッションだと言えます。

当研究所には約200名の大学院生が在籍し、特任研究員や

企業の研究者が集うとともに、共同利用研究所として全国

から多数の研究者を受け入れています。若い研究者のため

に豊かな研究環境を整え、ともに未来のサイエンスを切り

拓いていく——これこそが私たちにとって最大の喜びで

あり、使命でもあります。 

物性研究所は 2027 年に 70 周年を迎えます。今後も研

究と教育を両輪として、次世代を担う人材とともに、新た

な学術の地平を切り拓いてまいります。引き続き、皆さま

の変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い

申し上げます。 
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廣井 善二 

2026 年 3 月をもって 3 年間勤めた所長を退任しました

ので、最後に一筆書かせていただきます。同時に定年退職

となりましたが、そちらの感想は本号後半の「定年退職を

迎えて」に記します。2023 年度の物性研だより第 1 号の

「所長就任にあたって」を読み返してみると、東條會館

(千鳥ヶ淵の西にあり、ここで写真を撮ると幸せが訪れる

らしい)での「所長写真」撮影から始まった所長業の行く

末を案ずる気持ちが蘇ってきて感慨深いものがあります。

そこで事の顛末は 3 年後のこの記事に書くとあり、この

4 月に実行に移すことと相成りました。しばしの間、お付

き合いください。 

私にとって所長業は新鮮で貴重な体験の連続でした。

4 月の武道館での東大入学式ではガウンを羽織って壇上に

上がり、名前を呼ばれて一礼しましたが、表情が硬かった

とお叱りを受けました。コロナ禍でオンラインになってい

た所員会はその 4 分の 1 を対面開催に戻し、1 週間前の企

画委員会と合わせて毎月の準備に追われました。様々な短

期研究会や ISSP ワークショップがある毎に挨拶に駆り出

され、ガイダンスや東大 EMP など多くのイベントで所の

紹介を、パーティーがあれば乾杯の音頭を、厄介ごとが起

これば対応の相談にと目まぐるしく役割が入れ変わりまし

た。所長として決断を迫られる場面も多く、先延ばしには

できない状況が続きました。しかしながら正直言って私は

その状況を心から楽しむことができたと思います。退職間

際で自己の研究室が店仕舞に入っていた(つまり暇だった)

ことに加え、所内や特に学内の「楽しい」会議がほぼオン

ライン開催であったことがその主な要因でした。コロナ禍

に確立されたこの ZOOM 体制は柏の部局長にとって大き

なメリットです。本郷に通うために無駄にしていた時間を

有効に使って所の運営に思いを馳せ、新たな試み(思いつ

き)に挑戦することができました。 

私が所長として行った最大の事業は第 4 世代物性研の構

築に向けた改組でした。前回改組から 30 年が経過した現

状において組織の改変は不可避と考え、「拡がる物質科学」

をモットーに組織改革を進めました。理論以外のそれぞれ

2 つの研究部門とグループをシャッフルし、ある程度現状

を踏まえて将来に伸び代のある 2 つの部門として、先端計

測研究部門と多様物性研究部門を立ち上げました。また

物質設計評価施設と計算物質科学研究センターから新た

に物質創成研究センターと数値物性科学研究施設が立ち上

がりました。さらに微細加工技術を駆使する人達が集まっ

て量子ナノ物性研究センターが生まれました。このセン

ターは学内のクリーンルーム協働を見据えた新組織であ

り、今後の物性研を引っ張っていく強い牽引力の一つとな

ることが期待されます。本改組の成否は数年以上後になっ

て分かるものでしょうが、物性研の発展に繋がっていくこ

とを祈っております。 

新たな試みとして、従来の Q ナノラボ基金に加えて物

性科学研究教育助成基金を立ち上げ、寄付者への感謝の印

として本館 A 棟玄関に周期表銘板を設置しました。卒業

生、関連研究者、企業、団体からのご寄付を何卒よろしく

お願い申し上げます。本基金をもとに、昨今のオンライン

会議の一般化を踏まえて助教や学生など誰もが使いやすい

個人用 ZOOM ブースを導入し、この 4 月から運用が始ま

っています。また、所関係者による執筆物や講義資料など

の貴重な電子ファイルを共有して後世に残すための Web

サイトとして ISSP Note Collection を立ち上げました。例

えば出版社の都合によりすぐに絶版にされかねない優れた

専門書が多くの人の目に触れて広く読まれるようになると

期待しています。是非、積極的な投稿をお願いします。一

方、この 3 月末には学生の研究へのモーティベーションを

高め、互いの研究内容を知る機会として学生プレゼンコン

ペを行い、大いに盛り上がりました。これらの試みが今後

も所の発展に役立っていくことを期待しています。 

最後の 2025 年度には柏キャンパスの共同学術経営委員

会の長を仰せつかりました。本郷や駒場と異なり、比較的

新しい柏キャンパスの住人達の結束は強く、率直な意見交

換を行う場となりました。唯一心残りなのは「柏プラネッ

トビル構想」の目途が立たなかったことです。本学の国際

卓越研究大学計画において柏キャンパスに与えられたお題

目は「プラネット」であり、もし計画がゴーしていたら柏

キャンパス正面入り口左のオープンスペースに、新たにシ

ンボリックな建物を作る構想が動き出していたことでしょ

う。国際卓越計画の中心課題である融合研究の促進を柏の

所長退任にあたって 
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部局が連携して担うとともに、地域や行政も巻き込んで外

からも入りやすく、キャンパスのシンボルとなる施設にな

ると夢見ています。この計画が近い将来に実現されること

を心から祈っております。 

東京大学は現在、非常に厳しい状況に置かれています。

財務上の問題から物性研もこの 3 年間に亘って大幅な予算

削減を強いられてきました。国際卓越認定の状況に依存し

ますが、本学の財務状況の改善は急務となっています。さ

らに本部は部局人事の一元化を進めており、今後は所のみ

の判断で自由に人事を行うことができなくなる可能性が高

くなっています。一方 2026 年 9 月には次期総長が選出さ

れ、来年度から新たな体制に移行することが大きな不確定

要因です。東大の一部局である物性研の将来も流動的とな

らざるを得ず、今後の情勢の変化をよく見極め、所にとっ

て最善の策を選択していくことが求められます。このよう

な厳しい状況で物性研を去ることは心残りでもありますが

無責任に気楽でもあります。今後は小林洋平所長の下、所

を支えていく皆様のご健闘を心からお祈りします。 

所長として最後のお勤めも東條會館での写真撮影でした。

第 1 会議室に飾られる歴代所長の白黒写真を 4 月初めに撮

影してもらいました。3 年前のデジタルと違い今回の大判

フィルム撮影には独特の緊張感があり、ノリノリのスタッ

フに煽られながら楽しく撮影してもらいました。仕上がり

はまだ見ていませんが、これで「遺影」も準備万端です。

ちなみに真の最後の任務はこの記事を書き上げることなの

で、あと一段落で任務完了と相成ります。 

最後になりましたが、物性研協議会、人事選考協議会、

共同利用施設専門委員会、各種運営委員会においてご協力

いただきました多くの外部委員の皆様に御礼申し上げます。

特に人事選考協議会委員の皆様には多くの人事案件をご担

当いただき、心から感謝します。所の運営に関しましては

副所長、歴代の企画委員、URA、技術部、事務長および

事務職員など多数の皆様に助けていただきましたことに深

く感謝します。さらにその他全ての教職員、研究員、学生

のみなさんとはこの 3 年間を共に楽しく無事に過ごせたこ

とを有り難く思います。今後も物性研がますます発展して

いくことを祈念して筆を置きます。 
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附属国際超強磁場科学研究施設 須藤 健太 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構・強相関アクチノイド科学研究グループ 木俣 基 

神戸大学研究基盤センター 赤木 暢 

公立大学法人富山県立大学・工学部教養教育センター 谷田 博司、柳 有起 

対称性の破れは物理学における重要な概念の一つであり、

とりわけ物性物理学においては、時間反転対称性および空

間反転対称性の破れに起因して多様な交差相関現象が発現

することが知られている。代表例として、マルチフェロイ

クス物質における電気磁気効果が挙げられる。これは、磁

性絶縁体に磁場を印加することで電気分極が誘起され、逆

に、電場印加により磁化が生じる、電気・磁気結合現象で

ある。このような電気・磁気結合現象を統一的に理解する

ことは、物性物理学における重要課題の一つであり、従来

は主に絶縁体を対象として研究が進められてきた。一方、

近年では伝導電子を有する金属系においても類似の交差相

関応答が見出されており、電流・スピンが相互に結びつく

新たな電子機能の探索が活発に進められている。 

金属系では、電気分極は伝導電子によって遮蔽されるた

め、一般には実現しない。一方で、時間・空間反転対称性

の破れは、電子バンド構造の変化を通じて多様な輸送現象

として現れることが知られている。代表例として、電流印

加により磁化が誘起される「電流誘起磁化」[1]や、本研

究で対象とする「非相反伝導」[2,3]が挙げられる。これ

らは、金属系における電気・磁気結合現象として位置付け

られる。特に、図 1 に示すように時間反転対称性と空間反 

転対称性の双方が破れた系では、バンド構造が運動量空間

において非対称となる。その結果、電流の正負に応じて電

気伝導特性が異なる「非相反伝導」が発現する。これは、

電流方向によって電気の流れやすさが変化する、ダイオー

ドの整流効果に類似した現象である。 

これまで、非相反伝導は主に空間反転対称性を持たない

物質に外部磁場を印加することで観測されてきた。一方、

本研究では、ジグザグ構造を有する反強磁性体 NdRu₂Al₁₀

において、反強磁性秩序に伴うゼロ磁場非相反伝導を観測

した[4]。NdRu₂Al₁₀では、図 2 に示すように、4 つの Ru

原子が配位した Nd 原子がジグザグ状に配列している。 

図 2 ゼロ磁場非相反伝導の発現機構を示した概念図。ジグザグ構

造は、橙色原子および青色原子がそれぞれ直線状に配列した二つ

の副格子から構成されるとみなすことができる。このとき、各副

格子では局所的な対称性の破れに起因して、電子バンドが互いに

逆向きにスピン偏極する。一方、両副格子のバンドを重ね合わせ

ると、結晶全体としては空間反転対称性が保たれていることが分

かる。反強磁性秩序に伴う内部磁場によりバンドは変調される

(図の右側)。その結果 k 空間における非対称性が現れ、非相反伝

導が発現する。 

結晶全体としては空間反転対称性が保たれているものの、

各副格子に着目すると、b 軸に垂直な鏡面に対する鏡映対

称性が破れている。その結果、各副格子には互いに反対向

きの局所的電場勾配が生じ、副格子ごとに逆向きのスピン図 1 時間・空間反転対称性の破れに伴うバンド構造の変化の概念図。 
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偏極バンドが形成される。さらに、反強磁性秩序によって

各副格子で互いに逆向きの内部磁場が生じると、スピン偏

極バンドは非対称に変調される。このバンド非対称性によ

り、電子の運動方向に依存した伝導特性が生じ、ゼロ磁場

下における非相反伝導が実現する。図 3 に非相反抵抗率の

温度依存性を示す。ネール温度 TN 以上では、時間反転対

称性および空間反転対称性が保たれているため、非相反伝

導は観測されない。一方、TN 以下では、反強磁性秩序の

発達に伴って非相反抵抗率が増大し、ゼロ磁場非相反伝導

が明瞭に現れることを確認した。また、本研究で観測され

たゼロ磁場非相反伝導と、これまで外部磁場中で報告され

てきた非相反伝導との比較を行った結果、NdRu₂Al₁₀にお

ける非相反伝導の大きさは、従来のものと比較して 3 桁以

上大きいことを見出した。この顕著な増大は、Nd の局在

モーメントと伝導電子の間に働く c – f 交換相互作用を通

じて、伝導電子に大きな有効磁場が作用することに由来す

ると考えられる。 

図 3 非相反抵抗率の温度依存性。TN 以下で温度降下に伴い発達

する非相反伝導を観測した。[4] 

さらに我々は、集束イオンビーム(FIB)を用いた微細加

工技術により、NdRu₂Al₁₀単結晶の微小領域における電気

伝導を測定できるデバイスを作製し(図 4(a))、非相反伝導

の空間分布を調べた。図 4(b)に、各測定端子(V1–V6)にお

いて得られた非相反抵抗率の温度依存性を示す。V1 およ

び V2 ではネール温度 TN 以下で正の非相反伝導が観測さ

れた。一方、V6 では符号の反転した負の非相反伝導が観

測された。また、V3– V5では非相反信号が著しく抑制され

ている。 

これらの結果は、図 4(c)に示すような反強磁性ドメイン

構造によって説明できると考えられる。ドメインAとドメ

イン B では反強磁性秩序の向きが互いに逆転しているた

め、それぞれに対応する非相反伝導の符号も反転する。

一方、ドメイン境界近傍では、符号の異なる非相反伝導が

互いに打ち消しあい、非相反信号が減少すると考えられる。

以上の結果は、非相反伝導が反強磁性ドメイン構造を電気

的に読み出す新たな手法として有効であることを示唆して

おり、反強磁性スピントロニクスへの応用可能性を示すも

のである。 

図4 (a) 非相反伝導の空間分布を測定したデバイス。(b) (a)で示し

た V1- V6のそれぞれで測定した、ゼロ磁場非相反伝導の温度依存

性。(c) (b)に示した非相反伝導の場所依存性を説明する反強磁性

ドメイン分布の模式図。VA および VB で得られた非相反伝導は、

互いに符号が反転している一方で大きさは等しい。また、Vbound.

では、符号の異なる非相反伝導が互いに打ち消しあい、非相反伝

導は小さな値を示す。[4] 

[1] T. Furukawa, Y. Shimokawa, K. Kobayashi, and T. Itou,

Observation of current-induced bulk magnetization in

elemental tellurium, Nat. Commun. 8, 954 (2017).

[2] T. Ideue, K. Hamamoto, S. Koshikawa, M. Ezawa, S.

Shimizu, Y. Kaneko, Y. Tokura, N. Nagaosa, and Y.

Iwasa, Bulk rectification effect in a polar

semiconductor, Nat. Phys. 13, 578 (2017).

[3] K. Sudo, Y. Yanagi, T. Takahashi, K.-K. Huynh, K.

Tanigaki, K. Kobayashi, M.-T. Suzuki, and M.

Kimata, Valley polarization dependence of

nonreciprocal transport in a chiral semiconductor,

Phys. Rev. B 108, 125137 (2023).

[4] K. Sudo, Y. Yanagi, M. Akaki, H. Tanida, and M.

Kimata, Large Spontaneous Nonreciprocal Charge

Transport in a Zero-Magnetization Antiferromagnet,

Phys. Rev. Lett. 136, 016503 (2026).
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数値物性科学研究施設 川島 直輝 

 

１．はじめに 

 人工知能流行りである。猫も杓子も AI だ。もちろん、

これは単なる流行ではなく、社会が劇的に変化していく最

初の様子を目撃しているわけである。100 年後、1000 年

後にも歴史というものに意味があるとすると、現在は人類

史上の大転換点という位置付けになりそうだ。昨今の人工

知能は、おおむねネットワーク型の機械、あるいは、それ

をエミュレートする機械による機械学習であり、ホップフ

ィールドモデルやボルツマンマシンなどのスキームは、統

計力学で研究されるスピングラスモデルと多くの共通点を

もっていることから、機械学習の理論的研究においては、

統計力学で開発された方法や概念が有用である。AI 研究

の進展と比較すると、統計力学の方法論の進化はかなりゆ

ったりとしたものであるが、我々に近い研究サークルでは

そのゆったりした進化にのって、最近は、テンソルネット

ワーク(TN)と呼ばれる手法をさまざまな統計力学モデル

や、物性理論モデルに対して開発し、応用してきている。

そのような研究においては、システム内の物理的相関を一

種の情報伝達として捉えるくせが自然と身についてくる。

その自然な流れから、TN を物性科学に限らない一般の機械

学習にも応用してみたらどうだろうか、という好奇心に駆

動され、杓子ぐらいにはなれるかもしれないということで、

TN の機械学習への応用研究 [1]、[2] を行った。 

 

２．方法 

 使った方法は上記のように TN 法である。TN は、単

に統計力学モデルを多数のテンソルからなるテンソル積

の縮約だとみなす、というものの見方にすぎないので、こ

れ自体は方法ではない。そのようにみなすことの利点は、

データ(統計力学モデルの場合は自由度)の圧縮近似をテン

ソルの特異値分解として自然に表現できることである。

さまざまな圧縮操作を利用することで、大自由度系から

スケーリング次元などの有用な情報をシステマティックに

抽出できるようになった。一般の固体物理では、ガラス系

などを除くと、空間構造にそれほど複雑なものは登場しな

いため、ネットワーク構造自体を最適化する必要はあまり

ないが、一般のデータには構造がある場合が多い。そこで、

[1] では、ネットワークの構造自体を相互情報量の観点から

自動的に最適化する手法を考案した。構造最適化がしやす

いように、ネットワークとしてはループをもたないツリー

とし、適応型テンソルツリー(ATT)と呼ぶことにした。[1] 

で行ったのは、多自由度システムの状態出現確率を ATT

で表現すること、つまり、いわゆる ATT で生成モデルを

構成することであった。確率分布なので値が非負である必

要があるが、非負であれという条件のもとでの最適化には

技術的な困難が伴う。そこで、[1] では、ATT 自体に拘束

条件をつけなくても良いように、ATT が表す数が直接確

率分布を表すのではなく、その二乗が確率分布になるよう

な条件で最適化を行なった。そのように構成した学習機械

を一般にボルンマシンと呼んでいる。その結果、たとえば、

アメリカ株式銘柄 S&P500 などの株価の騰落パターンを

うまく学習することができ、その副産物として業種による

クラスタリングなどの構造が再現された。しかし、この研

究で問題だったのは、学習の結果得られたネットワークを

因果関係のネットワークと解釈できないことだった。全体

は二乗するために正になるが、部分的なネットワークを取

り出すと負になってしまうため、それを条件付き確率と解

釈することができず、自由度間の局所的な関係を導くこと

ができなかったからである。そこで、[2] では、局所的に

も正であるという条件つきで最適化を行う方法を提案した。

この修正によって、最終的に得られたネットワークを因果

関係のネットワークと解釈できるようになった。 

 

３．具体例 

バイオインフォマティクスから得られた実データを用い

て、食肉目(犬、猫、および関連種)の分類群に属する

n(=16) 種の生物の系統樹を構成した。そのために、長さ

L(=1,140) のミトコンドリア DNA 配列を、L セットのデー

タと見る。つまり、対象とする第 s の種 (s =1, 2, …, n) の

DNA 配列で、i 番目 (i =1, 2, … , L) の位置にあるヌクレオ

チドの種類を xi(s) =1,2,3,4 として、Xi = (xi(1) , xi
(2), … , xi(n)) 

を i 番目のデータセットと見なす。その結果 L 個のデータ

セットが得られるが、これを生成モデルにおける学習デー

タとして学習させる。学習機械に与えるのはそれだけで、

それぞれのノード s が、どのような種であるかに関する

情報は与えない。図は、その結果得られたネットワークで 

テンソルツリーによる生成モデル構築のスキーム
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ある。分類学ですでに知られている系統樹と比較して、種

の階層的クラスタリングが概ね正しく行われていることが

わかった。本手法は、遺伝情報のみに基づいてツリー構造

を作るだけで、クラスタリングの構造など、データの隠れ

た構造をかなり正確に特定しているといえる。本手法の利

点は、ネットワーク構造と各ノードに 1 つずつ定義されて

いるテンソルが担っている条件付き確率がヌクレオチドの

変異を記述する確率モデルに対応している点にある。つま

り、生成されたテンソルツリーは、確率過程のモデルとし

て解釈可能である。 

 

４．まとめと展望 

数値物性科学で最近よく用いられる TN を利用して、機

械学習のための一つの一般的なスキームを提案した。何か

しら未知の分布関数から生成されたサンプルが充分な個数

あれば、それを利用して、もとの分布関数を推定・再現で

きることが分かった。これは、一般の生成モデルでも行わ

れており、ゴッホの絵を学習させた機械にランダムな画像

を初期条件として与えると、それに一番近いゴッホ風の絵

を出力するようなことができることはよく知られている。

われわれの提案が従来のものと異なるのは、学習のメカニ

ズムが通常ニューラルネットワークで用いられる非線形写

像ではなく、テンソルが表現する多重線形写像である点で

ある。その利点は、第 1 に、システムを 2 分割したときの

両者の相互情報量など、情報科学的に興味のある量が高精

度かつ容易に計算できることである。第 2 に、部分ネット

ワークが条件付き確率と解釈できることから、因果関係な

ど自由度間の関係推定に向いていることである。第 3 に、

本稿では詳述しなかったが、通常の学習が難しいn=3以上

の n ビットパリティ問題など多体相関が重要であるよう

なケースでも、ATT による学習が成功することである。

現在は、これらの特性が生きるような重要性の高い応用問

題への適用を模索している。また、一般データの機械学習

から固体物理に戻って、空間的に構造をもったガラス系や

ランダム系の物理への応用も検討中である。 

 

本稿で紹介した研究は、赤松克哉氏(現在、日立中央研

究所、研究当時は物性研究所物質設計評価施設)、大久保

毅氏(現在、新潟大学、研究当時は東京大学)、原田健自氏

(京都大学)との共同研究としておこなわれた。 

 

 

[1] Kenji Harada, Tsuyoshi Okubo and Naoki Kawashima, 

“Tensor tree learns hidden relational structures in 

data to construct generative models”, Mach. Learn.: 

Sci. Technol. 6 (2025) 025002. 

[2] Katsuya O. Akamatsu, Kenji Harada, Tsuyoshi 

Okubo and Naoki Kawashima, “Plastic tensor 

networks for interpretable generative modeling”, 

Mach. Learn.: Sci. Technol. 7 (2026) 015014.
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静岡大学理学部  

(元 物性研究所附属国際超強磁場科学研究施設小濱研究室 助教）野村 肇宏 

 

はじめに 

研究対象の Cu2OSeO3 は絶縁体で初めて磁気スキルミ

オンが発見された物質である[1]。この物質ではカイラル

な結晶構造(空間群 P213)に由来したジャロシンスキー

―守谷(DM)相互作用と強磁性相互作用により、らせん磁性

が基底状態となり、約 0.2 T でフェリ磁性状態となる(図 1)。

磁気スキルミオンはmTオーダーの磁場で出現し、さらに

電場による制御が可能であることから、応用上の観点から

注目されている。加えて、マグノンやフォノンの非相反伝

搬など、多彩な機能が発見された物質としても注目されて

きた[2,3]。 

Cu2OSeO3 を強磁場科学の観点から着目してみよう。図 1

インセットに示すように、磁性は結晶場の異なる Cu(1)サ

イトと Cu(2)サイトが担っており、Cu4 クラスターが弱く

結合したブリージングパイロクロア格子を形成している。

クラスター内で強磁性ボンド(青)と反強磁性ボンド(赤)が

共存しており、3-up-1-down の合成スピン S = 1 状態が

安定である。上述したらせん磁性や磁気スキルミオンは

Cu4 クラスターの合成スピンが傾角秩序したものである。

フェリ磁性状態は先行論文によっては field-polarized 

state と表現されるが、実際は飽和磁化の半分で量子化さ

れた 1/2 磁化プラトー相に対応する。真の磁化飽和を観測す 

るためには、Cu4クラスター内の反強磁性相関を破るだけの

超強磁場をかける必要がある。本研究は Cu2OSeO3 の磁化

飽和に至るまでの過程を明らかにすることを目的とした[4]。 

 

超強磁場磁化測定 

東京大学物性研究所で電磁濃縮法による 500 T までの超

強磁場磁化測定を行った。磁化はファラデー回転法を用い、

直線偏光の回転角から推定した。 

測定温度 5 K における実験結果を図 2(a)に示す。磁化と

は直接関係のない複数の寄与が存在するため、回転角を 

θ = θNOA +θMOA +θBG +θD 

と分解する。ただし、θNOAは Natural Optical Activity、

θMOAは Magnetic Optical Activity、θBGは線形なバック

グラウンド、θD は後述するドーム状の成分に対応する。

このうち、θNOA とθBG を差し引いた磁化に関連した結果

を図 2(b)に示す。1 T付近で 1/2 プラトー相に入り、180 T

までの磁場領域で一定の回転角を示している。回転角は

180 T から増大し、230 T で極大をとった後、300 T 以上

で一定値となる。後述する理論計算の結果から、300 T 以

上は磁化飽和相に対応すると結論した。180―300 T の中

間相では磁化は点線のように線形に増大するはずであるが、

ドーム状の異常が余分に観測されている。 

  

スキルミオン物質 Cu2OSeO3におけるマグノンの 

ボース―アインシュタイン凝縮

図 1 Cu2OSeO3の磁場―温度相図とスピン模型(インセット)。 
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この実験結果を解釈するために I. Rousochatzakis 博士

と O. Janson 博士にクラスター平均場計算と量子モンテカ

ルロ計算を依頼した。詳細は省くが、中間相ではCu4クラ

スター内のスピンがキャントし、Sz 成分が磁場に対して

線形に増大し、磁化飽和相に至ることが明らかになった。

このときスピンの面内成分はクラスター内で完全に相殺さ

れ、傾いた磁気構造により電気分極が生じる。実験で観測

されたドーム状の異常はこの電気分極に由来するものと解

釈した。 

 

 

図 2 (a)ファラデー回転角の磁場依存性。(b)バックグラウンドを

引いたファラデー回転角と磁気構造の模式図。 

 

マグノンのボース―アインシュタイン凝縮 

この中間相はどう呼称すべきだろう。当初、我々はこの

中間相を canted ferrimagnet と呼んでいたが、北川健太

郎氏による日本物理学会誌の解説記事[5]に目を通してい

た際、これがマグノンのボース―アインシュタイン凝縮

(BEC)に対応することに気づいた。マグノンの BEC は

TlCuCl3 のようなスピンダイマー系物質に磁場をかけた際

に観測される現象である[6]。基底状態が S = 0 のスピンダ

イマーに磁場をかけると、S = 1 の状態が安定化し、エネ

ルギー準位が交差したところで励起状態のマグノンが凝縮

する。Cu2OSeO3 ではスピンテトラマー(Cu4 クラスター)

において、S = 1 と S = 2 の準位交差が起こり、マグノン

が凝縮する。これらは本質的に同一の物理現象とみなすこ

とができるが、クラスター系物質におけるマグノンの

BEC はこれまで十分に認識されてこなかった。今後、よ

り広範な物質群においてマグノンの BEC が議論されるこ

とが期待される。 

 

おわりに 

Cu2OSeO3 はこれまで低磁場領域の物性ばかりが着目さ

れてきたが、超強磁場においても新たな物理現象の舞台と

なり得ることが明らかになった。研究開始時点では予想も

しなかった現象に出会えたことは非常に幸運であった。 

 

本研究はJSPS科研費(Nos. JP20K14403, JP21H04990, 

JP22H04965, JP23H04859, JP23H04861, JP24H02235, 

JP25H00611), JST CREST (No. JPMJCR23O4), Asahi 

Glass Foundation, Murata Science Foundation の助成を

受けて実施されました。また、I. Rousochatzakis 氏と O. 

Janson 氏をはじめとした共同研究者の方々と北川健太郎

氏に心から感謝申し上げます。 
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Zhuo Yang, Project Research Associate, Miyata Laboratory 

 

At the 2026 Spring Meeting of the Physical Society of 

Japan, held on March 24, I was deeply honored to receive 

the Young Scientist Award (Division 8: Strongly 

Correlated Electron Systems) for my work on hidden fine 

structures in the thermodynamic probing of Landau 

quantization under high magnetic fields. I am 

particularly humbled to be recognized within Division 8, 

a community that places strong emphasis on the 

fundamental understanding of correlated electron 

systems. This recognition is especially meaningful to me, 

and I would like to sincerely thank the selection 

committee and the colleagues who have supported my 

research over the years. 

 

Landau quantization is a fundamental phenomenon in 

which a continuous electronic spectrum becomes 

discretized into Landau levels (LLs) under an external 

magnetic field. As the field strength varies, the 

singularities associated with these Landau levels 

periodically cross the Fermi energy, leading to oscillatory 

responses in a wide range of physical properties. These 

quantum oscillations are most prominently observed as 

the Shubnikov–de Haas (SdH) effect in electrical 

transport and the de Haas–van Alphen (dHvA) effect in 

magnetization. Since the first observation of SdH 

oscillations in bismuth in 1929, the study of quantum 

oscillations has developed into one of the most powerful 

approaches for probing the electronic structure of 

quantum materials. 

 

In the early stage of my research career, I mainly used 

Landau quantization as a tool to investigate the carrier 

effective masses and excitonic properties of hybrid 

perovskites, an emerging class of semiconductors with 

considerable potential for photovoltaic applications [1]. 

Although the materials themselves were new and 

exciting, the underlying methodology remained largely 

conventional: Landau quantization was primarily 

employed as a diagnostic probe of electronic structure. 

During this period, I gradually began to wonder after 

nearly a century of research, could there still be 

unexplored physics hidden within Landau quantization 

itself, rather than simply using it as a characterization 

tool? 

 

Motivated by this question, I turned my attention to 

quantum oscillations in thermodynamic probes, such as 

specific heat and the magnetocaloric effect, which had 

long remained relatively unexplored because of their 

limited experimental resolution. Previous studies of 

thermodynamic quantum oscillations were largely 

restricted to low magnetic fields far below the quantum 

limit, typically accessible only with conventional 

superconducting magnets. Against this background, I 

investigated the high-field thermodynamic properties of 

semimetal graphite and the Kondo insulator YbB12 using 

high-resolution specific heat and magnetocaloric effect 

measurements in magnetic fields up to approximately 50 

T. In both systems, I discovered previously hidden fine 

structures near the quantum limit, appearing as 

characteristic double-peak features, and developed 

theoretical interpretations for their origins. 

 

In graphite, the double-peak structure that I observed 

could not be explained within the conventional Lifshitz–

Kosevich (L-K) framework, the standard theoretical 

description of quantum oscillations. Instead, I found that 

this hidden fine structure originates from the Fermi–

Dirac distribution function itself. Remarkably, the 

separation of the double peaks is directly linked to the 

electron effective mass and the Landé g-factor, allowing 

these quantities to be determined independently of 

conventional L-K analysis [2]. 

  

Winning the 2026 Young Scientist Award of 

the Physical Society of Japan 
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A similar double-peak structure was later identified in 

the high-field specific heat of the Kondo insulator YbB12, 

a system that nominally lacks itinerant charge carriers. 

By combining magnetotransport, magnetocaloric effect, 

and specific heat measurements under high magnetic 

fields, I proposed that the observed thermodynamic 

oscillations may originate from charge-neutral fermionic 

excitations rather than conventional free electrons [3]. 

The microscopic origin of these unusual neutral fermions 

remains unresolved, although theoretical considerations 

suggest possible connections to composite excitons or 

Majorana fermions. 

 

Looking back, what fascinated me most throughout these 

studies was not only the emergence of unexpected 

physical phenomena under extreme conditions, but also 

the realization that even in a field explored for nearly a 

century, fundamentally new questions can still emerge 

from careful thermodynamic observations.  

 

Receiving this award is especially meaningful to me, as 

it marks an important transition from an eight-year 

postdoctoral journey to the next stage of my career as an 

independent researcher. I would like to express my 

deepest gratitude to my PhD supervisor, Prof. Duncan 

Maude, which has played an essential role in sustaining 

my curiosity and passion for research. I am particularly 

indebted to Prof. Yoshimitsu Kohama, whose trust, 

encouragement, and commitment to my research gave 

me the freedom to pursue unconventional ideas in high 

magnetic field physics. His support has profoundly 

shaped both my scientific career and my way of thinking 

as a researcher. I would also like to sincerely thank Prof. 

Atsuhiko Miyata for his invaluable mentorship in grant 

writing and laboratory management. My heartfelt 

thanks go as well to my close collaborators and dear 

friends—Prof. Amalia Patanè, Prof. Laurence Eaves, 

Prof. Christophe Marcenat, and Prof. Thierry Klein—for 

their longstanding collaboration and support. Finally, I 

am deeply grateful to ISSP for providing an outstanding 

academic environment that has witnessed my growth 

from a young researcher to an independent scientist. 

 

Reference: 

[1] Z. Yang et al., ACS Energy Letters 2, 1621 (2017). 

[2] Z. Yang et al., Nature Communications 14, 7006  

(2023). 

[3] Z. Yang et al., Nature Communications 15, 7801  

(2024). 

 

 

 
Fig. 1 Dr. Zhuo Yang with the certificate of the 2026 JPS Young 

Scientist Award. 
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多様物性研究部門 林研究室 博士後期課程 1年 髙松 宣道 

 

この度、2025 年 12 月にパシフィコ横浜で開催された第

48 回日本分子生物学会にて MBSJ Poster Award 2025 を

受賞しました。修士課程 2 年間での研究が評価されたこと

を大変嬉しく思うとともに、大いに研究を支えてくださっ

た、指導教員、共同研究者の皆様ならびに発表の場で多く

のご意見をくださった皆様に心より感謝申し上げます。 

受賞対象となった研究は「DNA オリガミ製ナノスプリ

ングを用いたモータータンパク質 KIF1A の力計測」です。

本研究では、DNA を材料として作製した世界最小のコイ

ル状バネ「ナノスプリング」を用いて、モータータンパク

質 KIF1A が発生する力を 1 分子レベルで計測する実験系

を構築し、KIF1A の力発生特性を定量的に調べました。

研究内容の詳細については、2026 年度の第 66 巻第１号の

物性研だよりでも取り上げていただいているため、そちら

をご覧いただければ幸いです。 

さて、今回この受賞記事の執筆を依頼されたとき、実は

少し悩みました。というのも、発表した研究内容自体は、

以前物性研だよりで紹介していただいた内容と大きく重な

るからです。同じ話をもう一度書くのもどうだろうか、

いっそ辞退した方がよいのではないか、とも考えました。

しかしせっかくの機会なので、ここでは研究内容そのもの

ではなく、今回のポスター作成時に個人的にかなりこだわ

った「デザイン」、特に「色」について書いてみたいと思

います。研究内容の陰に隠れてしまった細かなこだわりを、

ここで少し成仏させていただくことにします。 

私は、プレゼン資料やポスターを作るとき、どうしても

何かしらのテーマや仕掛けを入れたくなってしまう癖があ

ります。今回のポスターでは、ふと思い立って、私の大好

きな作品である『ヱヴァンゲリヲン新劇場版』の配色を参

考にしてみることにしました。新劇場版は『序』『破』『Q』

『シン』の 4 作品からなり、それぞれの作品には、赤、オ

レンジ、水色、白といった印象的なテーマカラーがありま

す。そこでポスター内の各セクションにも、それらの色を

順番に対応させるように配色しました(図 1)。 

一般的に、学会ポスターでは一つの有彩色を基調色とし

て用い、全体をまとめることが多いように思います。その

方が統一感を出しやすく、情報も整理しやすいからです。 

一方で、今回はあえて複数の色を使いました。複数色を使

うと、ともすれば紙面が煩雑になり、どこを見ればよいの

か分かりにくくなってしまいます。しかし、実際に完成し

たポスターを見てみると、個人的にはかなり見やすく、か

つ会場でも目に留まりやすいものになったのではないかと

感じました。もちろん、これは自画自賛ですが。 

 

 

図 1. 受賞対象となったポスター。『ヱヴァンゲリヲン新劇場版』

4 作品のテーマカラーを意識した。 

 

そこで、この配色に何かしらの裏付けがあるのだろうか

と思い、少し色彩について調べてみました。色を体系的に

整理する方法の一つに、PCCS 色相環があります。PCCS

は日本色研配色体系とも呼ばれ、色相とトーンを組み合わ

せて色を整理する体系です。色相とは赤、黄、緑、青、紫

といった色みの違いを表すもので、PCCS ではこれを 24

の色相に分け、円環状に配置しています(図 2)。この色相

環を見ると、近い位置にある色はまとまりやすく、反対側

にある色は対比が強くなることが分かります。したがって、

色相環上で色の位置関係を見ることで、色同士の調和や対

比を考えることができます。 

日本分子生物学会における Poster Award 2025 

を受賞して 
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図 2. エヴァ新劇場版の 4 作品のテーマカラーを色相環上に配置

した模式図。赤・オレンジの暖色系と水色の寒色系は対照的な位

置関係にあり、分裂補色配色に近い関係として捉えられる。白は

無彩色のため色相環の中心に示した。 

 

配色技法の一つに、スプリットコンプリメンタリー、す

なわち分裂補色配色というものがあります。これは、ある

色の補色そのものではなく、その両隣にあたる色を組み合

わせる方法です。補色関係よりも対比が穏やかで調和しや

すい一方、適度な華やかさや洗練された印象も生まれるた

め、対比と統一感の両方を求める場面で用いやすい配色技

法です。今回用いた赤、オレンジ、水色、白を厳密にこの

配色技法だけで説明できるわけではありませんが、赤やオ

レンジの暖色系と、水色の寒色系が組み合わさることで、

強いコントラストと一定のまとまりが生まれていたように

思います。意図的にそう設計されているのか、あるいは別

の意味や演出上の理由があるのかは分かりませんが、強く

印象に残る色の組み合わせには、色彩調和の観点から見て

も説明できる部分があるのかもしれません。 

少し話がそれますが、実は、今回の記事を書くにあたり、

何を書けばよいかを考えるため、過去の物性研だよりを参

考にしようと調べていました。すると、1961 年の初巻か

ら現在までの号が残されていることを知りました。せっか

くなので過去の号を眺めていると、記事の内容だけでなく、

表紙のデザインや色にも長い歴史があることに気づき、興

味が湧いて少し調べることにしました。 

表紙の基本デザインは、1961 年度から 2000 年度第 40

巻第 3 号まで長く続いていました。その後、2000 年度第

40 巻第 4 号から少し変更が加えられ、そのデザインは

2016 年度第 56 巻第 2 号まで続きます。そして 2016 年度

第 56 巻第 3 号以降、現在のデザインへと一新されました。

ここで特に面白いのは、2016 年に現在のデザインになる

以前、表紙には毎年度(巻)異なるテーマカラーが存在して

いたことです。 

そこで、過去の表紙に使われていた色を並べてみます

(図 3）。そうすると、ある時期までは色の変化に周期性が

あることが分かりました。特に初期デザインが使われてい

た 1961 年から 2000 年頃までは、10 年周期で色がサイク

ルしており、年度の一の位ごとに異なるテーマカラーが割

り当てられていたように見えます。もちろん、古い号はス

キャン画像であったため、色褪せや印刷状態の違いによる

多少の色のずれはあります。また、1984 年頃には本来の

周期から少しずれ、その後再び戻っているように見える箇

所もありました。これが意図的な変更だったのか、単なる

例外だったのかは分かりませんが、眺めているだけでもな

かなか味わい深いものがあります。 

2000 年度以降、表紙デザインが少し変わってからは、

それまでのような明確な周期性は見られなくなり、比較的

明度の高い色が使われるようになります。そして 2016 年

度第 56 巻第 3 号から現在のデザインになると、控えめな

色使いの新しいデザインへと変化しています。現在のデザ

インは統一感があり、刊行物としての落ち着きも感じられ

ます。一方で、過去の巻に見られた毎年少しずつ色が変わる

楽しさがなくなったことには、少し物寂しさも感じました。 

こうして過去の表紙を眺めていると、表紙の色は記事の

内容そのものではないにもかかわらず、その号の第一印象

を確かに形づくっているように感じました。読者が本文に

向き合う前に最初に目にするものとして、表紙の色やデザ

インは、物性研だよりという刊行物への入口になっていま

す。毎巻のテーマカラーや長く受け継がれてきたロゴには、

内容を直接説明するものとはまた別の形で、物性研だより

の歴史や雰囲気が残されているように思います。 

長々と、ポスターの色から物性研だよりの表紙の色まで

話が広がってしまいました。研究発表において最も重要な

のは、もちろん研究内容そのものです。しかし、その内容

をどのように見せるか、どのような順番で伝えるか、ど

のような色や配置で視線を導くかも、発表の印象を大き

く左右します。特にポスター発表の会場では、数多くの

ポスターが並ぶ中で、まず足を止めてもらう必要がありま

図 3. 物性研だより表紙に用いられていたテーマカラーの変遷。1961 年度から 2000 年度ごろまでは、年度の一の位に対応した

10 年周期の色変化が見られる。2000 年度以降は周期性が弱まり、2016 年度第 3 号以降は現在の統一デザインへ移行した。 
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す。その意味で、デザインは単なる装飾ではなく、研究内

容を届けるための入口の一つなのだと思います。 

複数の色を使うことは、使い方を誤ると煩雑さにつなが

ります。しかし、色同士の関係を少し意識するだけでも、

統一感や視認性はかなり変わります。今回の私のポスター

も、最初はほとんど趣味の延長のような発想から始まりま

したが、結果として研究内容を楽しく、印象的に伝える助

けになっていたのかもしれません。 

今後も、研究内容そのものを深めることはもちろん、そ

れをどのように見せ、どのように伝えるかについても工夫

しながら、研究活動に取り組んでいきたいと思います。 
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LASOR・軌道放射物性研究施設 松田 巌 

 

おかげさまで、このたび 2026 年の日本ホウ素・ホウ化

物研究会学術賞を授かりました。まずは受賞にあたり、

松田巌研究室のメンバー、物性研スタッフ及び共同研究者

の皆様に、本誌面をお借りして厚く御礼申し上げます。 

本賞の表彰式は 2026 年 2 月 21 日から 22 日にかけて東

北大学片平キャンパスで開催された第 18 回日本ホウ素・

ホウ化物研究会にて行われました(図 1、図 2)。この学術

賞はホウ素・ホウ化物に関連する学術研究を行い、その業

績が特に優秀な個人会員に授与されるものです。今回、私

が受賞対象となった研究は「2 次元ホウ素マテリアルの創

製と物性開拓」です。 

私は X 線分光を専門としていますが、その主な研究対

象は固体表面と原子層です。これまで様々な表面原子層を

基板上に成長させたり、あるいは自立した原子層を合成し

たりしては、その電子状態をX線吸収分光や光電子分光で

調べてきました。そんな中、これまでに報告のなかった金

属のホウ素同素体が 2 次元系で実現することが理論計算で

予言されました。そこで共同研究者と実際に金属結晶上に

ホウ素を蒸着すると、ホウ素の単原子層(ボロフェン)が

作製され、これを角度分解光電子分光法で調べたところ、

2 次元金属であることが分かりました。さらに電子状態の

中にディラックフェルミオンを発見し、杉野所員のご協力

でその起源も理論的に明らかにすることができました。こ

の「金属のホウ素同素体」と「ディラックフェルミオンを

有したボロフェン」の発見が契機となって、2 次元ホウ

素マテリアルの探求が世界的に普及しました。その後、

当研究室においても 2 次元ホウ素の研究に力を入れ、そ

してメンバーのおかげで「ディラックノーダル線を有し

たボロファンの設計と合成」や「準周期を有した 1 次元鎖

の金属ホウ化物の発見」など、たくさんの研究成果を上げ

ることができました。また、共同研究者と2次元ホウ素に関

する著書「2D Boron: Boraphene, Borophene, Boronene」

も出版し、現在では学会員と共同研究を行いながら産業展

開も図っています。 

このように、このたびの受賞は私と院生を含めた共同

研究者が実施したホウ素・ホウ化物の学術研究を高く評価

していただいたと共に、我々の今後の分野発展への貢献を

期待してのことだと思っています。改めて関係者の皆様に

深く感謝申し上げるとともに、引き続き倍旧のご厚情を賜

りたく、切にお願い申し上げます。 

 

 

 

図 1 表彰式会場にて、日本ホウ素・ホウ化物研究会木村会

長との記念撮影. 

 

 

 

図 2 会場にて研究室メンバー及び共同研究者と記念撮影. 

ポーズは松田巌研究室の定番のものです. 

日本ホウ素・ホウ化物研究会の学術賞を受賞して 
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物性研究所・機能物性研究グループ 井上 圭一 

 

この度、日本化学会第 43 回学術賞を受賞いたしました

ので、ここにご報告します。本賞は、昭和 58 年度に公益

社団法人 日本化学会より創設された、化学の基礎または

応用のそれぞれの分野において先導的・開拓的な研究業績

をあげた者に対して授与されるもので、今回の受賞の対象

となった研究業績は「微生物ロドプシンの多様な光機能の

解明とその網羅的分子メカニズム研究」についてのもので

した。 

 ロドプシンは、光を感知する光受容型膜タンパク質です。

動物では古くから視覚に関わる分子として知られてきま

したが、近年、微生物が持つロドプシンには、多種のイ

オン輸送、エネルギー変換、シグナル伝達など、多様な機

能を持つものが存在することが明らかになってきました。

私たちは双方のロドプシン研究において、ゲノム・メタゲ

ノム情報の探索や、国際共同研究を通じて、これまでにな

い機能の分子を数多く同定してきました。さらに先端的な

分光計測や三次元構造解析、変異体実験などから得られる

知見を統合することで、その分子メカニズムを詳細に解明

することにも成功しています。これらの研究を通じて、従

来のロドプシン観を「限られた機能をもつ光受容タンパク

質」から、「多様な光機能を生み出す分子群」へと大きく

変貌させたことが、今回の受賞では特に評価されました。 

さらに、上記の分子メカニズムに関する知見をもとにし

た論理的な分子設計によって、オプトジェネティクス(光

遺伝学)や、光駆動分子デバイス、バイオセンサーなどの

応用に資する多様な新規分子ツール開発も達成しており、

光生物学研究に留まらない波及効果が得られつつあります。

さらに、従来そういった分子改変は研究者のセンスや勘を

もとにして行われてきましたが、私たちは新たに膨大な実

験データをもとにした機械学習モデルを構築することによ

って、人工知能が先導する形の新たな分子開発にも取り組

んでおり、実際に世界最高レベルの機能を持つ分子も発見

されてきています。そして最近では、研究室独自の自動実

験システムに接続された人工知能が、重要性の高い分子を

自律的に探索する、全く新しい分子ツール創出法の開発も

JST·CREST の支援の下で始めています。 

以上のように、光生物学研究の枠を超え、化学、物理、

さらには産業応用へと波及する学際的研究を切り拓いたこ

と、そして一貫した独創性と学術性が、日本化学会学術賞

に値するものとして評価していただきました。 

 本賞の贈呈式・受賞講演は 2026 年 3 月の日本化学会春

季年会中に行われました。この様な素晴らしい賞を授与い

ただきました日本化学会に深く感謝申し上げます。井上研

は 2018 年、まだ物性研で設立されて間もない機能物性研

究グループにおいて活動をスタートさせていただき、本賞

の受賞につながる研究の多くは物性研で行わせていただい

たものです。そして、これらの研究は、本賞だけでなく物

性研がハブ機関として実施している共同利用・共同研究シ

ステム形成事業「学際領域展開ハブ形成プログラム」・マル

チスケール量子―古典生命インターフェース研究コンソー

シアムや、2026 年 4 月新たに設立された多様物性研究部

門などにおける活動にもつながっており、物性研と生命科

学分野との新たな連携に向けた活動を展開しています。 

また、本受賞に至ったこれまでの研究は、井上のかつて

の指導教員や上長としてご指導・ご鞭撻をいただいた先生

方や、研究室のメンバー、国内外数多くの共同研究者のご

協力なくしては決して為し得ない物であり、お世話になり

ました全ての方々に、この場を借りて心から御礼申し上げ

ます。 

 

 

 

 

日本化学会 学術賞の受賞について 
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極限コヒーレント光科学研究センター 松永研究室 博士課程 2 年 小川 宏太朗 

 

2026 年 3 月 15 日に東京科学大学大岡山キャンパスにて

開催された第 73 回応用物理学会春季学術講演会において、

応用物理学会講演奨励賞を受賞いたしました。同賞は講演

会において応用物理学の発展に貢献しうる優秀な一般講演

論文を発表した若手会員の功績を称えることを目的に設け

られた賞で、第 86 回応用物理学会秋季学術講演会におけ

る講演に対して授与されたものです。このような栄誉ある

賞を頂くことができ、大変光栄に存じます。受賞対象とな

った研究は「中空ファイバーを用いた二段階パルス圧縮に

よる高強度広帯域マルチテラヘルツ光の発生」です。以下

ではこの場をお借りして、受賞対象となった研究内容につ

いて説明いたします。 

近年、マルチテラヘルツ帯(10–70 THz、波長 4–30 

µm)の高強度電場を用いた固体中電子の超高速コヒーレン

ト制御が注目を集めています。この周波数帯は、可視光に

比べて光子エネルギーが低く物質損傷を抑えつつ、かつ典

型的なテラヘルツ領域よりも強い電場を印加できるため、

非線形光学応答やバンド構造のダイナミクス制御に適した

領域です。特に、複雑な偏光を持つマルチテラヘルツ光を

固体に照射することで、その対称性やトポロジーを制御す

る興味深い理論提案がいくつかなされています。このよう

にマルチテラヘルツ高で電場軌跡を自在に制御したパルス

を発生させて固体の光制御に応用するためには、10 fs 以

下の高強度かつ高安定な近赤外超短パルスを用いた波長変

換が必要不可欠です。 

そこで本研究では、2 段階の中空ファイバーを用いたパ

ルス圧縮技術により、エネルギー 0.73 mJ、パルス幅7.2 fs

という極短パルスを高い安定性(強度揺らぎ 0.15%)で生成

しました。このようなサブ 10 fs の近赤外パルスは、差周

波発生などの非線形波長変換において広帯域かつ効率的な

マルチテラヘルツ光生成を可能にします。実際に本光源を

用いることで、10–70 THz にわたるオクターブスパンの

マルチテラヘルツパルスを発生させ、ピーク電場強度約

4 MV/cm という高強度電場の生成に成功しました。 

本成果は、広帯域性と高電場強度、さらに優れた安定性

を兼ね備えたマルチテラヘルツ光源の実現を示すものであ

り、今後のオクターブスパンにわたる周波数帯域と偏光自

由度を併せ持つマルチテラヘルツ高強度ベクトル波形整形

の基盤技術となります。 

 また本研究は、今後生成した高強度光源を利用した新奇

物性の開拓へと研究を進展させていく見込みです。博士課

程という限られた期間の中で少しでも興味深い研究成果が

得られるよう、日々粉骨砕身する所存です。 

最後に、このように、非才の身ながら研究成果について

素晴らしい評価を頂けたのは、ひとえに研究にご協力くだ

さっている共同研究者の皆様のおかげです。特に石井順久

上席研究員(量子科学技術研究開発機構)には、本研究で用

いた中空ファイバーによるパルス圧縮系の立ち上げでは多

大なるご指導ご協力を頂きました。また普段よりお力添え

頂いている、神田夏輝元助教(現理化学研究所・ISSPリサ

ーチフェロー)、室谷悠太助教、松永隆佑准教授に、この

場を借りて感謝を申し上げます。 

応用物理学会講演奨励賞を受賞して 
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廣井 善二 

 

2026 年 3 月をもって 27 年間お世話になった物性研を

去りましたので、最後のご挨拶をさせていただきます。

4 月に入ってすっかり予定が消え去った真っ白なカレン

ダーに書き込んだ「物性研だより原稿締切」を睨みなが

ら、ぼちぼちこの文章を書いています。少しでも皆様の退

屈しのぎになれば幸いです。 

私が京大化研から物性研助教授として赴任したのは

1998 年 12 月 1 日のことでした。当時お声掛けくださった

上田寛先生や安岡弘志所長から「決まったなら早く来い」

との有難いご助言を頂き、六本木キャンパスの Q 棟玄関

入ってすぐ右の何もない寒い所員室に仮の新居を構えまし

た。その 1 ヶ月前に宇治で衝動買いしたユーノスロードス

ターに乗って初めて東名高速を走り、六本木に辿り着いた

ことを懐かしく思い出します。しかしながら 1 年後に柏移

転を控えた六本木では何もすることがなく、ランチとバー

と青山墓地ジョギングの日々を過ごしました。2000 年 4

月から柏キャンパスにて研究を始動しましたが、柏移転に

伴う補正予算の大盤振舞いのお陰で購入できたピカピカの

装置群(12 月赴任の賜)と初代助教の村岡祐治さんや学生

さんも加わって、VO2 薄膜作製やパイロクロア酸化物の

開拓など新たな挑戦を始めることができました。幸いにも

数年のうちに Cd2Re2O7 や KOs2O6 などの新超伝導体が発

見され、順調に研究が流れ出したことはとてもラッキーで

した。その後もカゴメ反強磁性体やブリージングパイロ

クロア、カゴメアイスなどの磁気フラストレーション、

5d 電子系における多極子秩序、金属絶縁体転移などの劇

的な相転移を示す物質に着目し、四半世紀に亘って物質研

究を楽しんできました。物質屋は物質により育てられるも

のです。物質はそれぞれ個性的であり、系に応じて合成手

法や測定手段、もちろん物性も大きく異なります。それら

を幅広く扱うことで研究の幅が広がり、意外性を楽しむと

ともに逆に共通の本質が見えてくることもありました。次

世代を担う固体化学者のみなさんにも常に新しい(知られ

た物質でも自分にとって新鮮なら)物質系に目を向け、チ

ャレンジしていってほしいと思います。 

この四半世紀の間に 35 名の学生さんが研究室に加わり、

そして去っていきました。修士 2 年の人も博士 5 年を頑張

った人も、順調に研究が進んだ人もスタックして苦しんだ

人も最後はみなさん、晴々とした笑顔で卒業していったと

思います(たぶん)。大学研究室の良いところはこの自動的

な人の入れ替わりにあります。いろいろな個性が混ざり合

う中で何か新しいことが見つかっていきます。われわれ研

究室スタッフに求められるのは、卒業生にそれぞれの未来

に役立つ「規範」のようなものをさまざまな経験を通して

少しでも多く学んでもらうことです。スタッフ自身も学生

さんとの相互作用を通して成長し、この「伝統」も進化し

ながら徐々にソリッドになっていきます。毎年の追いコン

の際に手渡すネクタイ(女性には名刺入れなど)は当研究室

の変わらぬ伝統でした。京大化研で助手だった頃、ある大

先生を結婚式にお招きしようとお願いにあがったところ、

「君と私はそういう関係か、これまで論文の別刷すら持っ

てきたこともないのに」と厳しく言われ、出席する代わり

にとネクタイを頂きました。私はそのドライで合理的な考

え方に深く感銘を受け、この経験がその後の人生に有用な

指針となりました。頂戴したネクタイは事あるごとに使わ

せていただき、これが研究室でのネクタイ授受の伝統に繋

がりました。良き伝統を守りながら時代の流れに応じて新

たな伝統を作っていくことが重要だと思われます。 

研究室を主催する身となっても、学生さんを教育する

などというのはおこがましく、実験データが何を意味する

のか、次に何をすべきか、最後に何が分かったと言えるの

かを推測しながら議論を重ね、ともに研究を楽しんできま

した。若い頃からなかなか自信を持てなかった私は、いつ

も己は何者かと自問自答を繰り返してきました。化学者と

見栄を張っていますが私の化学実験能力は極めて低レベル

にあり、自分が作った試料や結晶で良い結果に結びついた

ケースはほとんどありません。これまでの成果はすべて学

生さんやスタッフが苦労して作ってくれた試料によるもの

でした。もちろん物理屋ではなく、私の教科書的な物理の

理解は受験科目として切り捨てた高 3 時代で止まっていま

す(そのような人間が物性研の教授だったとは笑える)。唯

一の取り柄はおそらく物事の背後に隠れている本質に辿り

着くのに必要とされる発想が人とは少し異なることでしょ

うか。昔から捻くれ者で他人と同調したり、同じことを繰

定年退職を迎えて 
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り返すのが嫌いだった(ラジオ体操は苦手)ので、いつも違

う道を追い求めてきたことが役立っているのかもしれませ

ん。お陰様で若い人たちの研究の中で埋もれそうになって

いる面白いことを思い付いたり、それをもとに何をすべき

か一緒に考えることができました。ある真っ当な物理屋さ

んからは「相変わらず妄想の域を出ない」と厳しく言われ

ました(ごもっとも)が、大熊隆太郎さんが最近になって私

のことを「フィロソファー」と呼んでくれたことを気に入

ってます。四半世紀を経てようやく自分を見つけることが

できたのかもしれません(ははは)。ちなみに 2026 年 3 月

11 日に行われた退職記念講演会にてこれまでの(研究)人

生を振り返る機会がありましたが、その内容は「物理と化

学の狭間にて最後に想うこと」という題目にて固体物理誌

に執筆中ですので、機会がありましたら読んでやってくだ

さい。 

私はここで完全に引退します。研究は十分やったので

既に満足していますし、「海に落ちるまで」(「夢十夜」第

七夜、夏目漱石)の残された時間を何か新しいことに費や

したいと思っています。これまで酸化物ばかりをやってき

たこともあり、以前から興味のあった陶芸を始めようかと

も思ったのですが、ある時ふと自分の気に入るコーヒーカ

ップを自作することは不可能だ(ただでさえ好みがうるさ

く、プロが作ったものも稀にしか気にいらない)というこ

とに気付いて諦めました(引退後、陶芸を始め「作品」を

ばらまいて迷惑をかける人も多いらしい)。代わりに「鍛

金」を始めようとしています。金属はセラミックと違って、

叩くと原子が少し動き、位置のズレが連なって格子欠陥と

なり、マクロに形状が変わります(セラミックは化学結合

が強過ぎて変形せずに一気に割れる)。やがて欠陥が多く

なると互いに邪魔し合い、金属は変形しにくくなって硬く

なります(加工硬化)。しかし高温で焼き鈍すことで欠陥が

消え、マクロな変形を保ったままミクロには元の規則正し

い最密充填構造に戻り、再び柔らかくなるのです。これを

繰り返して金属板から好みの形(ぐい呑みやスプーンなど)

を作っていくのが鍛金です。原子の動きを想いながらひた

すら金属を叩いていると無心になれて楽しいので、まあ当

分はこれを続けていこうと思います。ある人生の大先輩か

ら「学生時代と比べて時間的にも経済的にも余裕のある老

後は人生の黄金時代」とのご宣託を頂き、なるほどと実感

しつつあります(鍛金は時間もかかるが、道具にお金もか

かる)。ただし健康ならばという条件付きです。鍛金の腕

を上げて迷惑とならない範囲で作品をばらまく日がくるよ

う精進したいと思います。 

最後になりましたが、これまでお世話になった研究室お

よび物性研の皆さんに感謝します。特に研究室を支えてく

れた 3 名の助教、村岡祐治さん(現岡山大准教授)、岡本佳

比古さん(もちろん所員)、平井大悟郎さん(4 月から名大

教授)に深く感謝します。私のわがままにお付き合いいた

だいた歴代秘書の皆さんにも深謝です。物性研の益々の発

展と皆様のご活躍を祈って筆を置きます。長い間どうもあ

りがとうございました。  
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ナノスケール物性部門 大谷 義近 

 

2026 年 3 月をもって、東京大学物性研究所を退任する

こととなった。2004 年に着任してから 22 年、振り返れば

実に多くの人々との出会いと、挑戦の連続であった。この

年月は、自身の研究人生の中でも最も密度の濃い時間であ

ったと感じている。 

私の研究人生は、磁性材料の基礎研究から始まった。慶

應義塾大学での学生時代には、近角聰信先生および宮島英

紀先生のご指導のもと、永久磁石の磁気異方性や保磁力機

構といった、いわば古典的とも言えるテーマに取り組んで

いた。この時期に学んだ磁性の基礎や実験に対する姿勢は、

その後の研究の礎となっている。 

その後、海外での研究生活を経て、自身の研究の方向性

は大きく広がった。アイルランド・ダブリンのトリニティー

カレッジでは、Mike Coey先生のもとで研究を行い、磁性

研究に対する広い視野と深い洞察を学んだ。さらにフラン

ス・グルノーブルの CNRS、 Institut Néel では、

Dominique Givord先生、Benard Pannetier先生のもとで

研究を進める機会を得た。これらの経験は、異なる研究文

化の中で思考を鍛え、自身の研究スタイルを形成する上で

極めて重要なものであった。ナノスケールにおける磁性や

電子状態への関心は、この時期に明確な形を取り、やがて

スピントロニクスという新しい分野へとつながっていった。 

物性研に着任してからは、スピン流の生成・制御、そ

してスピンと電流の相互変換現象の研究に本格的に取り

組んだ。非局所スピンバルブ構造を用いた電気的測定手法

の確立は、その後の研究の基盤となり、スピンホール効果

やその逆過程の理解に大きく貢献したと考えている。また、

ノーベル賞物理学者である Albert Fert 先生(Laboratoire 

Albert Fert-CNRS, Thales, Université Paris-Saclay)と

の共同研究を通じて、スピン伝導の物理に関する本質的理

解を深めることができた。こうした研究を推進する中で、

多くの研究者と新たな連携が生まれ、そのネットワークを

基盤として「ナノスピン変換科学」という新学術領域研究

プロジェクトの立ち上げへと発展した。このプロジェクト

は、スピンと電流の相互変換という概念を軸に、分野横断

的な研究を推進する試みであり、物性研における共同研究

の広がりを象徴するものであった。 

さらに研究対象は、超伝導体、トポロジカル物質、ラシ

ュバ界面へと広がり、スピンにとどまらず電子の自由度そ

のものへと関心が拡張されていった。近年では、表面弾性

波を用いたフォノンとマグノンの結合を基盤として、新し

い結合準粒子の生成・制御といった方向へと研究を発展さ

せている。スピンという概念から出発した研究が、軌道自

由度や格子振動へと広がり、複合的な量子現象として統合

されていく過程は、自身にとっても予想以上に刺激的であ

った。 

また、こうした研究活動と並行して、人材育成という観

点からの取り組みも重要な柱となっていた。物性研の共同

研究者とともに、「人材育成と量子スピントロニクス技術

の基盤確立に向けた日仏共同イニシアティブ」という

ASPIRE プログラムを立ち上げ、日仏間の若手研究者の

交流と育成を体系的に推進してきた。この取り組みを通じ

て、若手研究者が国際的な環境で経験を積み、分野を越え

て活躍するための基盤を整備することができたと考えてい

る。研究成果そのものだけでなく、人材の育成とネットワ

ークの構築こそが、長期的に見て学術の発展を支える重要

な要素であると実感している。 

しかしながら、これらの成果は決して私一人の力による

ものではない。研究室の学生、博士研究員や若手助教の不

断の努力、そして国内外の多くの共同研究者との協力によ

って初めて実現したものである。物性研という環境は、異

分野の研究者が自然に交わり、新しいアイデアが生まれる

場であった。その中で若手と議論を重ねる時間は、研究そ

のものと同じくらい重要であり、次世代の研究者を育てる

ことの意義を強く実感する機会でもあった。 

また、研究を進める上で学んだことは、科学的知識や技

術にとどまらない。東北大学や理化学研究所での経験を通

じて、「人を信じて任せること」「良い人間関係を築くこと」

「健康を大切にすること」といった、研究を持続的に発展

させるための基本的な姿勢の重要性を実感してきた。研究

は個人の能力だけで完結するものではなく、チームとして

の総合力によって支えられている。その意味で、研究室と

いう共同体をどのように育てていくかは、極めて本質的な

課題であった。 

物性研を退任して 
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振り返れば、私の研究人生は常に人との出会いに導かれ

てきた。指導教員の先生方、海外で出会った研究者、そし

て物性研でともに研究を進めた仲間たち。彼らとの交流が

なければ、現在の自分は存在しなかったであろう。特に若

い世代の研究者たちが次々と新しい成果を生み出していく

姿を見ることは、大きな励みであり、同時に未来への確か

な希望でもあった。 

これから私は東北大学に拠点を移し、新たな研究室を立

ち上げる予定である。一方で、物性研究所とのつながりは

今後も大切にしていきたいと考えている。シニアフェロー

として ASPIRE プロジェクトを引き続き物性研と連携し

て推進し、その活動を通じて何らかの形で物性研に貢献し

ていきたいと考えている。環境は変わるが、これまで培っ

てきた研究の精神と人とのつながりを大切にしながら、次

の世代とともに新しい物理を切り拓いていきたい。スピン

トロニクスから始まった私の研究は、いまや軌道自由度、

フォノン、さらにはそれらのハイブリッド現象へと広がっ

ている。この流れをさらに発展させ、「量子物性の新しい

地平」を目指して挑戦を続けていきたい。 

最後に、物性研究所で支えてくださったすべての方々に

心より感謝申し上げたい。この場所で過ごした時間は、私

の研究人生の中でかけがえのないものであった。ここで得

た経験とつながりを胸に、次のステージにおいても新たな

挑戦を続けていきたいと思う。 
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 今年 3 月末に 19 年 7 カ月在籍した物性研を定年退職し

たが、六本木キャンパスで高橋實研の助手を務めていた

1987 年から 1991 年までを含めると通算 24 年間お世話に

なった。研究歴の半分以上を物性研で研究したことになる

が、本稿では物性研以前も含めて自身の研究生活を振り返

ってみたい。 

 大学院では東大物工の花村榮一先生の研究室に所属して

量子光学の非平衡動力学理論に最初に取り組んだ。その後、

準結晶の電子物性とスピン統計を研究した。高橋實研の助

手時代からはハバード模型をはじめとする強相関電子系理

論の研究を開始した。その後ポスドクとして 3 年半滞在し

たETHのMaurice Riceのグループでは、Manfred Sigrist, 

Matthias Troyer, 上田和夫先生などと協力して、近藤格

子の磁気相図や銅酸化物梯子系の電子状態や超伝導相関に

ついて、解析的手法と数値計算を併用して研究を進めた。 

 1995 年 4 月に帰国して筑波大学物理工学系の助教授に

着任した後も、重い電子系や梯子系を含む高温超伝導の研究

を継続して行った。今田正俊氏とは t-J 模型の電子コヒー

レンスを空間次元性による差異に注目して研究した。また、

f電子を含まないLiV2O4が示す重い電子的振る舞いに興味

を持ち、パイロクロア格子電子系およびスピン系の研究に

取り組んだことが、その後長く取り組むことになるフラス

トレート系の研究の出発点となった。この間、学内組織再

編に伴い物質工学系に移籍したが、助手として最初に柴田

尚和氏、続いて求幸年氏を迎えて共同研究することができ

たことは幸運であった。 

 2002 年 4 月には京大基研の教授に着任した。当時は国

立大学法人化を目前に控え、基研のような小規模の共同利

用研の位置づけについて全国的に活発な議論が行われ、研

究以上に運営に追われる日々を送った。一方では、物性以

外の素核や宇宙分野の研究者と日常的に議論できる環境は

非常に刺激的であった。この時期には、求氏とスピン軌道

結合系の複合秩序を研究したほか、阪大川上グループの今

井剛樹氏、大橋琢磨氏とカゴメ格子電子系を研究した。ま

た、前野グループの中辻知氏らによって発見された三角格

子反強磁性体 NiGa2S4 のスピン液体的振る舞いに触発さ

れ、研究員の有川晃弘氏とスピンネマティック相の研究を

行ったが、これは後の Mike Zhitomirsky との共同研究へ

と発展した。 

 京都での研究生活を終えて物性研の理論部門に異動した

のは 2006 年 9 月であり、研究所が柏新キャンパスに移転

してから 6 年半後であった。異動後も強相関電子系および

フラストレート系の研究を継続して行ったが、所内で発見

された新物質も含め研究対象をさらに広げていった。また、

川村光領域代表を中心として 2007 年度に始まった科研費

特定領域研究「フラストレーションが創る新しい物性」の

量子伝導に関する班長を務めた。さらに、後に「京」と名

づけられる次世代スパコンのためのソフトウェア開発プロ

ジェクト「次世代ナノ統合シミュレーションソフトウエア

の研究開発」では、退職された高山一先生の後を引継ぎ、

平田文男拠点長の下で副拠点長として「ナノ磁性」分野を

統括することになった。さらに次世代スパコンの利用に関

する物性コミュニティの意見を集約するため、寺倉清之先

生を主査とする計算物性科学ワーキンググループの立ち上

げに協力し、提言の取りまとめを行って文科省に提出した。

当時は所内の理論部門主任およびスパコン共同利用委員長

も兼務しており、研究者人生で最も多忙な時期であった。 

 この多忙な時期に研究室運営を支えてくれたのが、物性

研での初代助教として 2007 年に着任した服部一匡氏であ

った。服部氏とは重い電子系や超伝導に関する問題の研究

を進め、特に非調和フォノン媒介超伝導やウラン系強磁性

超伝導体のクーパー対の対称性の磁場依存性などの興味深

い問題に取り組むことができた。ポスドクの佐藤年裕氏と

は、フラストレートした強相関伝導電子系という難問に、

動的平均場法を複数サイトに拡張することで挑戦した。異

方的三角格子ハバード模型のモット転移の電気伝導度の新

しいスケーリングなどの興味深い結果を得たが、この問題

には今後さらなる発展の余地があると感じている。また、

電気四極子自由度をもつ Pr 化合物系の実験に刺激されて、

服部氏とこの系の研究を精力的に行った。スピン系と異な

り時間反転対称性が破れていないことが、四極子秩序に本

質的に重要であることを明らかにしたことが大きな成果で

あった。2016 年に着任した二代目助教の池田達彦氏とは、

固体中電子系の非平衡ダイナミクスの研究に取り組んだ。

物性研を退任して 
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強レーザー光励起された固体の高調波発生の問題では、フ

ロケ理論を用いて励起光周波数に関して異なるスケーリン

グを示す 2 種類のプラトーが存在することを明らかにした。

また、層状カルコゲナイド 1T-TaS2 における六芒星クラ

スター電荷密度波の動力学の問題では、レーザー照射によ

る融解過程について、挑戦的な数値計算を池田氏が遂行し

てくれた。 

 共同利用研である物性研は海外および国内研究者を対象

とする客員所員制度を持っている。外国人客員所員として

旧知の研究者 3 名を迎えた。 2007 年には Daniel 

Agterberg が 4 カ月滞在し、クーパー対密度が空間変調す

るペア密度波(PDW)秩序を伴う超伝導体の共同研究を行

った。電荷密度波やスピン密度波との結合に注目する中で、

PDW の転位が分数磁束量子を備えることを発見し、この

転位が示す新タイプの Kosterlitz-Thouless 転移研究の端

緒となった。2009 年には Mike Zhitomirsky を 2 カ月迎

えてスピンネマティック相についての共同研究を行い、マ

グノンの BCS 理論を構築した。2017 年には可積分系の専

門家の Xenophon Zotos を 3 カ月迎え、可積分量子スピン

系の弾性的輸送係数について議論したが、これはその後の

ハバード鎖のクエンチ動力学の研究成果につながった。国

内客員所員との共同研究としては、古賀昌久氏とペンロー

ズ格子ハバード模型における反強磁性秩序を調べ、準周期

結晶構造の役割を明らかにした。最近では、楠瀬博明氏と

カイラルフォノンの研究を行い、内部角運動量によるフォ

ノンエネルギー分裂が、原子間弾性相互作用のカイラルな

空間配置の作る電気トロイダル単極子によって支配されて

いることを解明することができた。これらの研究でも多く

の新しい発見を楽しむことができた。 

 物性研で特に印象に残っていることの一つは、3 回開催

した滞在型ワークショップである。大規模な国際会議の開

催は基研での YKIS2004 が初めての経験であったが、物

性研ではデスクスペースおよび宿舎の確保にさらに多くの

準備を要した。特に理論研究に関しては、滞在型WSは国

際共同研究の形成および推進に非常に有効な枠組みであり、

国際共同利用・共同研究拠点の認定を目指す物性研として

今後さらに充実されることを期待する。そのためには、イ

ンフラおよび開催支援体制の整備が重要な課題となるであ

ろう。 

 学生との研究については紹介する余裕がなくなったが、

多くの学生が持ち味を発揮して強相関系のテーマを中心と

した独創的な研究を行なった。日々の研究についての議論

を通して成長していく学生の姿を見ることは、指導教員と

して大きな喜びであった。2 名の助教をはじめ学生指導に

協力してくださった多くの方々に深く感謝している。 

 物性研在籍中は所内の研究者や学生のみならず、技術職

員、事務職員、秘書などの非常勤職員の多くの方に大変お

世話になった。また、共同研究者を含む国内外の物性コミ

ュニティの皆様から多大なご支援とご厚情を頂いた。ここ

に改めて深くお礼を申しあげます。 
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凝縮系物性研究部門 森 初果 

 

2026 年 3 月に物性研究所を退職いたしました。24 年 7

カ月にわたり、大変恵まれた研究環境のもとで研究に携わ

り、多くの挑戦の機会をいただき、育てていただいたこと

に心より感謝しております。退職後の 2 カ月余りは、新し

い職場に慣れる慌ただしい日々でしたが、先日、講演用の

PowerPoint を作成した際、いつも表紙に載せていた「物

性犬」のキャラクターを入れられないことに気づきました。

その時、物性研で過ごした楽しかった日々を改めて懐かし

く思い出した次第です。 

 【物性研における化学を基盤とした物性研究について】 

2007 年、物性研創立 50 周年の際に、『物性研 50 年の歩み』

(https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/50anniversary.pdf)

の編集を担当いたしました。その中で、創立以来 50 年間

の研究のハイライトと歴史を整理する機会を得ました。 

特に印象深かったのは、創立 10 周年特集に掲載された

第 3 代所長・三宅静雄先生による「物性研の有史以前」の

再録です。そこには、物性研の英語名称として当初 

“Institute for Solid State and Chemical Physics” が提案

されていたこと、しかし矢内原総長の「名前は短くてよい

のではないか」という意見を受け、現在の “Institute for 

Solid State Physics” に至った経緯が記されていました。

すなわち、設立当初から物性研では、固体物理を中心とし

つつも、化学を取り込んだ研究体制が構想されていたこと

が分かります。 

こうした理念のもと、長倉三郎先生により分子物性部門

が設立され、さらに「化学は反応である」という考えに基

づき、固体表面での反応を対象とする界面物性部門が設置

されました。菅野暁先生、井口洋夫先生、村田好正先生ら

による研究は、その後のナノスケール物性研究、及び固体

化学の研究へとつながっています。また、長倉先生、井口

先生が後に愛知県岡崎市に分子科学研究所の創設に携わ

られたことも、化学と物性研究の連携の広がりを示して

います。 

さらに、創立 30 周年記念冊子に再掲された第 6 代所

長・吉田奎先生の「物性研所長在任中のこと」では、大部

門制改組の際に、田沼静一先生から「物質開発研究を加え

るべき」との強い提案があったこと、その後、中嶋貞雄所

長、豊沢豊所長の時代に、石川征靖先生や齊藤軍治先生ら

の物質開発研究者の着任が進められた経緯が紹介されてい

ました。このような将来構想の中で、物性研において物質

開発研究を基軸とした物性研究が進められてきたことを知

り、自らの研究の立ち位置を理解できたことは、私にとっ

て大きな道しるべとなりました。 

私が対象としてきた分子性導体研究は、1954 年の井口

洋夫先生、松永義夫先生、赤松秀雄先生らによる有機半導

体の発見に始まります。その後、日本では化学と物理の研

究者の連携が極めて強く、化学的発想のもとで開発された

「新分子性物質」から、実験・理論物理研究者が新たな

「物理概念」を引き出すという学際研究が発展してきまし

た。私自身も物性研において、10 K を超える有機超伝導

体や電荷秩序系有機超伝導体を見出しました。これらの物

質を契機として、物性物理研究者との共同研究が進み、π

電子系モット型・電荷秩序型強相関物性研究が展開されま

した。また、分子配列制御によって強相関パラメータを制

御できる物質群を用いて電子相図を構築し、外場応答物性

研究へと発展しました。さらに、電子と、その次に軽い量

子粒子であるプロトンとのカップリング物性研究へと展開

し、量子スピン液体、プロトン移動駆動による伝導性・磁

性スイッチング、ベイポクロミズム、新しい伝導機構「プ

ロトン互変異性」に基づく超プロトン伝導体、さらにはプ

ロトン量子揺らぎを起源とする超伝導体の発見へと研究を

広げてきました。これらは、森研究室において物性物理研

究者との共同研究によって実現した成果です。このように、

化学的アプローチによる新物質開発と、そこから新しい物

性を引き出す物性研究との連携により、分子性導体の物

質・物性科学が発展してきたことを実感しています。 

また、分子系研究に関しては、2026 年 4 月に廣瀬崇至

先生が京都大学化学研究所から着任され、新たに研究室を

立ち上げられたことを大変嬉しく思っています。これまで

物理化学研究者が中心でしたが、初めて有機化学研究者が

加わられました。キラリティというキーワードは物性研究

との親和性も高く、新たな研究展開が期待されます。 

今後も、物理、化学、工学、生物といった多様な分野を

基盤とする物質・物性科学の研究室が共存し、その共同研

物性研を退任して 
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究を促進する土壌と仕掛けによって、物性研における学際

研究がさらに発展することを、遠くから静かに応援したい

と思います。 

 【物性研および柏キャンパスでのジェンダー・ 

ダイバーシティ活動について】 

2001 年 9 月、柏キャンパスに移転した物性研に着任し

た当時、女性所員は約 40 名中 1 名でした。そのような状

況には慣れていたとはいえ、仲間が増えることを心から願

っていました。 

一方で、日本物理学会の女性会員比率は約 7%、応用物

理学会では約 7.5%、日本化学会でも約 12%と、諸外国と

比較して低い状況にあり、次世代育成の重要性を強く感じ

ていました。そのような中、2008 年、小宮山総長のリー

ダーシップのもと、東京大学創立130周年寄付金事業とし

て、4 つの事業所内保育園(本郷けやき、駒場むくのき、

柏どんぐり、白金ひまわり)の設立が計画されました。当

時の上田和夫所長、宮川光雄柏キャンパス事務機構長から

その構想を伺い、0 歳児から受け入れる事業所内保育園と

いう「夢のような計画」に、創設委員として参加いたしま

した。この新たな事業では、東京大学の多様な専門性が生

かされました。園舎建設には公共施設専門の建築学研究者

が関わり、開園前の建物環境測定には新領域創成科学研究

科の環境分野研究者がオンサイト分析を実施し、運営面で

は保育学会会長が委員長を務めるなど、総合大学としての

力を実感しました。現在、この施設を利用しながら多くの

女性研究者が学士・修士・博士課程を修了、そして学位を

取得して次のキャリアへ進んでいることを大変嬉しく思っ

ています。また、外国人学生・教職員への対応に加え、柏

キャンパスでは学外研究会参加者や共同利用研究者も利用

可能となるなど、時代のニーズに応じた柔軟な運営が行わ

れています。研究・教育を支える大切な基盤として、今後

も発展していくことを願っています。 

さらに、次世代育成として、柏キャンパスでは部局横断

で 2010 年から女子中高生向けプログラム「未来をのぞこ

う」、2016 年から物理を学ぶ女子学部生・大学院生向け

「やっぱり物理が好き」が始まりました。物性研では、男

女で構成されたダイバーシティ推進委員会が中心となって、

これらの活動に加え、ISSP Women’s Week における研究

交流会、セミナー、ネットワーキングなど、多様なプログ

ラムを継続的に展開し、物性研、柏キャンパス、物性科学

分野でダイバーシティ活動を展開されていることは大変す

ばらしいことと思います。また、2023 年以降、念願であ

った女性所員も新たに 3 名着任されました。今後も、すべ

ての世代が人生のどの段階にあっても、研究・教育・業務

において活躍できる環境が整うことを願ってやみません。 

 【そして現在】 

2026 年 4 月より、東京理科大学研究推進機構総合研究

院の院長を拝命しております。総合研究院は、神楽坂・葛

飾・野田・長万部の 4 キャンパスを横断する研究組織とし

て 1981 年に設立されました。研究者によるボトムアップ

型提案を基軸とし、先端的融合研究の推進を目的としてい

ます。現在、学内約 400 名、学外約 100 名の研究者が専

任・兼任・客員として参画し、23 部門に加え、それを発

展させた 2 つの拠点、5 つのセンター、そして産学連携の

共創プロジェクト、寄付研究部門から構成されています。

中には、火災安全科学研究拠点という、私立大学初の共同

利用・共同研究拠点もあります。現在は、こうした学際研

究をいかに活性化するかについて院内で議論を重ねながら、

3 キャンパスを結ぶハイブリッド形式での月例セミナー開

催を計画しております。総合研究院は野田キャンパスにあ

り、東大柏キャンパスから車で 10 分ほどの場所となりま

す。機会があれば、今後も物性研との連携の機会をいただ

ければ幸いです。 

物性研もこの 5 年で多くの先生が退職され、世代交代の

時期を迎えています。しかし、大変優秀で大きな可能性を

持つ若手研究者が着任されており、将来について何も心配

しておりません。小林洋平所長を中心に、将来計画につい

て議論を深めながら、物性コミュニティのハブとして物性

研がさらに発展していくことを心より祈念し、退任のご挨

拶といたします。 
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Byong-Guk Park 

KAIST 

bgpark@kaist.ac.kr 

 

I had the great pleasure of visiting the group of Professor 

Shinji Miwa at the Institute for Solid State Physics 

(ISSP), the University of Tokyo, for four months. Prior to 

joining KAIST, I worked at the Hitachi Cambridge 

Laboratory in the UK and had the opportunity to visit 

Tokyo on a yearly basis. However, this was my first 

extended stay in Japan. During this period, I was able to 

gain a deeper understanding of both Japanese daily life 

and research culture, which made this visit particularly 

meaningful. 

 

During my four-month stay, I participated in two 

research projects in the Miwa group. The first project, 

carried out in collaboration with Jieyi Chen, focused on 

the orbital torque generated in single-crystalline Ti and 

its crystallographic orientation dependence. This work 

took advantage of the Miwa lab’s advanced molecular 

beam epitaxy (MBE) capabilities, which enabled us to 

grow high-quality single-crystalline Ti (110) thin films 

on MgO substrates. We quantified the orbital torques 

generated in Ti and exerted on adjacent ferromagnetic 

layers (Ni and NiFe) using harmonic Hall measurements. 

These experiments were conducted in collaboration with 

my KAIST group member. The preliminary results 

revealed that the torque arising from the orbital current 

exhibits a clear dependence on the crystallographic 

direction. Furthermore, we observed a non-negligible 

torque component along the x-direction at certain crystal 

orientations, which has not been previously reported and 

suggests the presence of additional mechanisms 

requiring further investigation. This research has 

continued even after my return to Korea. The second 

project, conducted in collaboration with Xiaoyu Piao, 

aimed to quantify spin currents generated in 

antiferromagnetic NiO using spin diode effects. This 

study was carried out using the well-established ST-

FMR measurement technique developed in the Miwa 

group. The experimental measurements have been 

completed, and the data are currently under analysis. 

Following this visit, I would like to continue collaborative 

research on both topics with the Professor Miwa lab. 

Furthermore, I hope this visit will serve as a starting 

point for establishing a Korea–Japan collaborative 

platform in spintronics to promote sustained research 

collaboration and academic exchange. 

 

In addition to my research, I actively engaged in 

academic exchanges during my stay. First I delivered a 

keynote talk at ‘International Symposium on Spintronics 

with Antiferromagents and Altermagnets’, and I co-

organized the ISSP workshop ‘Spintronics Future 

Prospects’ with Prof. Miwa, where we invited 

outstanding researchers from Japan, Korea, and China 

to discuss future directions in spintronic research. 

Furthermore, I gave six invited seminars at major 

universities and research institutes, including AIST, 

Tohoku University, NIMS, Osaka University, the 

University of Tokyo, and Kyoto University. These 

presentations that focused on spin–orbit torque physics 

and their potential applications provided valuable 

opportunities for scientific discussion and collaboration. 

Last, but not least, I would like to sincerely thank Ms. 

Yuko Ishiguchi of the International Liaison Office at 

ISSP for making my visit as smooth as possible. I am 

deeply grateful for her time and effort she devoted to 

helping me enjoy a comfortable and pleasant stay in 

Japan. I also sincerely appreciate the support and 

hospitality of Professor Shinji Miwa’s group members, 

including Ms. Yukiko Kato and the students, whose 

collaboration and discussions were invaluable 

throughout my stay. I look forward to continuing our 

collaboration and visiting ISSP again in the near future.

外国人客員所員を経験して 
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University of Arkansas 
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The main outcome from my visit to the ISSP was 

advancing a computational tool for calculating second-

harmonic generation (SHG) in collaboration with 

Professor Taisuke Ozaki. Said tool expands wave-

functions on a basis set of localized atomic orbitals 

(which are available in OpenMX), and it was developed 

by Angiolo Huaman and Luis Enrique Rosas at my 

research group. 

 

The effort was supported from the beginning: Professor 

Ozaki has developed this functionality on OpenMX and 

was extremely kind to share unpublished results, which 

gave us both a benchmark and an expectation of how our 

results should look like. Angiolo, Luis Enrique and I used 

most of Fall 2026 improving the methodology (which 

included basic methodological changes as well as the 

creation of a single parallel code) and rewriting a 

manuscript. I parallelized and streamlined our code 

while at the ISSP, and Luis Enrique successfully cleared 

bugs in the last parts of it. Details of a proof-of-principle 

code were published in early 2026 (Huamán et al., J. 

Phys.: Condens. Matter 38, 045901 (2026)). Other 

additions are being coded, and we intend to continue this 

collaboration as I return to America. 

 

During my time at the ISSP, I was also able to further 

collaborations with experimental groups at Arkansas 

(arXiv:2602.03996), Wisconsin (arXiv:2510.03220), 

Germany and China (Chang et al., Nat. Commun. 16, 

11063 (2025); Ji et al., Adv. Funct. Mater. e24380 (early 

view, 2026)). Professor Ozaki also supported a visit by 

experimental collaborator Kai Chang in early November 

of 2025; the visit was critical to finalize three papers and 

set directions for further collaboration. Most especially, 

Professor Ozaki also allowed me to bring PhD student 

Luis Enrique Rosas to Japan for a three-week stay with 

the purpose of finalizing significant details of our code 

(Luis Enrique sits at the lower left in the picture). I will 

always cherish Professor Ozaki’s generosity.  

 

 

 

The stay at Tokyo also brought a chance to present my 

research and to attend some of the multiple colloquia and 

events; the number of international visitors is a 

remarkable sign of the Institute’s stature and 

intellectual prowess. 

 

I wish to close this report expressing my gratitude to 

additional people who helped make this stay memorable: 

Yuko-san (International Liason Office), Eguchi-san, Dr. 

Swati Chaudhary, and Dr. Armando Pezo. I also thank 

Professors Fukuda, Oka, Tsunesugu, and Tiantian 

Zhang for multiple exchanges during my visit. Last but 

not least, I shall thank Dr. Babu Prasad at Professor 

Ozaki’s group, whose easy smile and helpfulness were 

remarkable as well. 

 

There are multiple fond memories from my time at the 

ISSP, and I look forward to the possibility of coming back. 

 

Salvador Barraza-Lopez

外国人客員所員を経験して 
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Prior to joining ITP, I worked at the Murakami Lab at 

Tokyo Institute of Technology, which has since been 

renamed the Institute of Science Tokyo. However, my 

previous stay in Japan coincided with the COVID-19 

pandemic, which limited opportunities to visit other 

institutions and research groups. During this recent visit 

of Professor Oka at ISSP, I gained a deeper 

understanding of both Japanese daily life and research 

culture. I was also able to visit several groups in Japan, 

including the Minamitani Lab and the Niimi Lab at the 

University of Osaka, Murakami Lab at both the Hongo 

campus and RIKEN, as well as Hirahara Lab at the 

Institute of Science Tokyo. These experiences made the 

visit particularly meaningful. 

 

On the second day after my arrival, thanks to the 

arrangement by Oshikawa-sensei, I had the valuable 

opportunity to present my work to Prof. Haldane and 

receive his feedback. This valuable opportunity marked 

the beginning of my visit at ISSP. During my six-month 

stay, I actively engaged with members of the Oka group 

and greatly benefited from our discussions, including 

those with Swati, Ziyu, Naoki, Akihiro, Yuki, etc. I am 

also thankful for the kindness and support extended by 

members of the Ozaki group and the Kawashima Group, 

including Babu, Fengfeng, etc. It was precisely this 

active and stimulating research environment that 

enabled me to complete a research project in the Oka 

group. In this work, we proposed an experimental 

scheme for directly probing the quantum geometric 

tensor of bosonic collective excitations, and the 

manuscript is currently under review. 

 

Finally, I would like to express my sincere gratitude to 

Yuko for her dedicated support in making my visit both 

smooth and enjoyable. In addition, I would like to extend 

my best wishes to ISSP and all its members for continued 

success and prosperity. I hope we can stay in touch and 

continue our collaboration, and I look forward to meeting 

again in the future. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人客員所員を経験して 
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北海道大学大学院 工学研究院 小布施 秀明 

 

2025 年度に客員所員を務めさせていただきました、北

海道大学の小布施です。このような貴重な機会を与えてく

ださった受入れ研究者の物性理論研究部門・岡隆史教授に、

心より感謝申し上げます。また、滞在期間中には、附属量

子ナノ物性研究センター・橋坂昌幸准教授や物性理論研究

部門・川畑幸平准教授とも、研究および研究会開催に向け

て議論を重ねさせていただきました。この場を借りて御礼

申し上げます。期間中は、夏期 3 週間の長期滞在を含め、延

べ 5 回物性研を訪問し、研究はもちろん、研究会の開催を通

じた研究コミュニティの活性化にも精力的に取り組みました。 

 私は長年、物理系が本質的に内包する対称性やトポロジ

カル相を反映する多様な物理現象について理論研究を行っ

てきました。これらは系に不規則性が存在しても保持され

るため、局在・非局在転移や臨界現象という物理学の基礎

的研究としても重要な役割を果たします。近年はこれらに

加え、開放量子系や非エルミート系における新規物理現象

の予言・解明にも取り組んでいます。 

 客員教員の期間を通じ、非平衡物理学を専門とする岡教

授と、非エルミート系における時間依存外場下の幾何学的

位相について共同研究を行いました。本研究は、2021 年

度に岡教授に北大で集中講義を担当していただいた際、セ

ミナーでご紹介いただいた「Twisted Landau-Zener 遷移」

に関する研究に着想を得たもので、私の指導学生の博士課

程のフリーズン龍氏と共に進めています。非エルミート系

におけるLandau-Zener遷移では、基底状態にとどまる

"確率"に非相反性が現れますが、この起源が非エルミート

系特有の幾何学的位相の虚部にあることを明らかにしまし

た。本成果については近く論文投稿を行う予定です。 

 また、当初の予定に加え、博士課程の軽部由人氏と進め

ているトポロジカル絶縁体のエッジ状態間遷移による高次

高調波発生の研究についても、フロケ理論による解析が有

力であることが分かり、岡教授よりサンベ空間に関する深

い知見を与えていただきました。さらに岡研究室のセミナ

ーでは、博士課程の神田勇輝氏との共同研究であるローレ

ンツ変換を利用した「エッジ状態による量子状態輸送」に

ついても講演の機会をいただき、非常に有益なフィードバ

ックをいただきました。 

 研究以外でも、研究会の開催を通じて多くの研究者と交

流を深めることができました。2025 年 8 月に開催した、

岡教授と生産技術研究所 基礎系部門の羽田野直道教授を

共同主催者とする物性研・生研合同国際シンポジウム

「Physics of Open Systems: Resonance, Symmetry and 

Topology」の組織委員を務めました。本会では開放系に

おける最新の研究結果についての活発な議論が行われまし

た。また客員教員の研究費を利用させていただき、博士課

程学生のファン・ゴンフィ氏、湯川碧樹氏ら指導学生 8 名

が参加し、国際会議の場で議論を行うとともに、物性研・

生研の学生との交流も生まれました。 

 さらに 2026年 3月には、2026年度より新設する量子ナ

ノ物性研究センターの Pre-kick-off ミーティングとして、

橋坂准教授が代表を務められた研究会「物質開発・ナノ加

工・先端計測の融合で切り拓く量子物性フロンティア」の

組織委員を務めました。現在、北海道ではRapidus、熊本

では TSMC による先端半導体製造に向けた取り組みが加

速しています。本研究会は北海道大学工学研究院と熊本大

学大学院先端科学研究部の共催として実施されましたが、

物性研という「ハブ」があったからこそ、日本の北と南を

結ぶ広域な連携が実現したと思います。 

 こうした一連の活動が評価され、2026 年 4 月より、私

は北海道大学「半導体フロンティア教育研究機構」の半導

体教育統括室長を拝命すると共に教授に昇任いたしました。

物性研での活動が、私個人の研究のみならず、組織として

の教育・研究体制の構築にも影響を与えてくれたことに深

く感謝すると共に、今後も物性研がハブとなり同様の連携

を継続していただければと願っています。 

 客員教員の任期は過ぎましたが、引き続き岡教授らとの

共同研究は継続します。また、2026年8月末から2週間、

京都大学基礎物理学研究所にて不規則系の局在現象に関す

るシリーズ国際会議「Localisation 2026」を主宰いたし

ますが、岡教授と川畑准教授にも組織委員として加わって

いただいています。 

 振り返ればあっという間でしたが客員教員として活動し

たこの 1 年間で得られた研究成果と研究者ネットワークは、

私にとってかけがえのない財産です。この繋がりを糧に、

今後も物性物理学の発展に貢献していきたいと思います。 

客員所員を経験して 



■ ■ ■ ■ ■ ■ ■    物性研だより第 66 巻第 2 号  32 

 

 

 

 

東京大学大学院 工学系研究科応用化学専攻 數間 惠弥子 

 

2025 年 4 月より 1 年間、客員所員として大変お世話に

なり、ありがとうございました。特にホストである𠮷信淳

先生をはじめ、研究室のスタッフおよび学生の皆様には、

施設・装置の利用方法の基礎から計測技術の詳細に至るま

で丁寧に教えていただき、充実した研究活動を行うことが

できました。ここに改めて深く御礼申し上げます。 

私は「モデル触媒表面における反応機構解析」に関する

研究に取り組んできました。触媒は高効率な化学反応を実

現し、エネルギー変換や環境浄化、化学品合成など、現代

社会を支える基盤技術に不可欠な役割を担っています。固

体触媒において高い反応性を高度に実現するには、触媒表

面での反応機構を分子レベルで理解し反応を制御すること

が重要です。特に、表面と分子間の相互作用は、反応を支

配する主要な因子であり、その制御は重要な触媒戦略の一

つです。このような観点から、私はこれまで、走査トンネ

ル顕微鏡(STM)を用い、電子、光、近接場光、熱といった

多様な励起源による表面反応の単一分子レベル研究を展開

し、反応素過程、機構の解明を行ってきました。STM は

表面構造や電子状態を原子レベルで観測可能であり、局所

反応の理解に極めて有効な手法です。一方で、反応速度の

定量的解析、生成物の同定には制約があり、包括的に理解

することは容易ではありません。特に実際の触媒反応では

複雑な触媒表面において複数分子の素過程が協奏的に進行

するため、STM 単独での理解には限界があります。 

このような背景から、𠮷信先生との共同研究では、触媒

表面のモデル表面を対象として、STM による単一分子レ

ベル分析と昇温脱離法(TPD)、赤外反射吸収分光法(IRAS)

による表面分析を組み合わせることで表面反応をより包括

的に理解することを目指しました。客員所員として 1 年間

で主に 2 つの研究課題に取り組みましたので、それらの成

果を簡単に紹介します。 

 1 つ目は分子の吸着状態の解析に関する研究です。ある

分子を金属表面に吸着させると、吸着時の温度によって、

STM 像の見た目が異なる 2 種類の吸着状態が存在するこ

とを見出しました。さらに、STM 観測下における分子の

安定性の違いから、これらはそれぞれ物理吸着状態と化学

吸着状態に対応する可能性が示唆されました。これを検証

するため、𠮷信先生の研究室においてTPD、IRAS計測を

実施しました。その結果、2 種類の吸着種に対応するシグ

ナルが確認され、それらが出現する温度領域が異なること

を観測することができました。また、IRAS の振動ピーク

を既報の理論計算結果と比較することで、それらが物理吸

着状態および化学吸状態にあることを明らかにすることが

できました。本実験では、主に当研究室の博士院生が𠮷信

研の博士院生にサポートしていただきながらデータを取得

しました。共同研究を通して学生間の連携が実現したこと

も一つの大きな成果となりました。 

2 つ目は表面光反応に関する研究です。金属表面上に形

成した分子膜に青色の可視光を照射すると、分子膜内部に

暗点が現れることが STM により観測されました。この分

子は気相で紫外光により反応する一方で、可視光では反応

が起こらないとされています。光照射前後の STM 像で見

られた変化が、反応によるものなのか、脱離によるもの

なのか STM 観測で見極めることは困難でした。そこで、

𠮷信先生の研究室で開発された STM-IRAS を使わせてい

ただき、光照射による分子膜の変化が、脱離によるもので

はなく解離反応によるものであることをスペクトルの変化

から示すことができました。本実験は主に当研究室の助教

が担当し、STM-IRAS の使用方法を𠮷信先生ならびに昨

年度の客員所員である塚原規志先生から直接ご指導いただ

き、実現したものです。先生方にはご多忙のところ、大変

丁寧なご指導をいただきありがとうございました。 

本共同研究の成果は、STM による単分子レベル分析と

マクロな表面分析の融合により、それら単独では発見や検

証が困難であった表面反応を実験的に理解することができ

ることを強く示しています。現在は自身の研究室において

も、単分子レベル反応分析とマクロな表面反応分析の融合

に取り組んでおり、物性研での共同研究による経験を活か

して、表面反応をより包括的に理解し、反応機構及び指導

原理の理解を進め、高効率かつ高選択的な反応を可能にす

る触媒表面の戦略・指針の獲得を目指していきます。 

最後に、客員所員として受け入れて下さった𠮷信先生な

らびに物性研の先生方、スタッフの方々に感謝申し上げま

す。本共同研究の成果を論文として発表するため、引き続

き物性研に訪問し、議論させていただければ幸いです。

客員所員を経験して 
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東京大学 先端科学技術研究センター 関 真一郎 

 

 2025 年度に、客員所員として在籍する機会をいただきま

した、東京大学先端科学技術研究センターの関と申します。

ホストの中島多朗先生をはじめ、多くの物性研の方々と共

同研究をさせていただき、この場を借りてあらためて御礼

申し上げます。 

 

 私はこれまで、幾何学的な性質(対称性・トポロジーな

ど)に立脚した新しい磁性物質の開拓と制御に取り組んで

来ました。代表例としては、粒子性を持ったナノスケール

のスピン渦である磁気スキルミオンや、時間反転対称性の

破れた反強磁性体の一種である交代磁性体が挙げられます。 

 

 中島先生とは、前職の理化学研究所の頃から、長年にわ

たって共同研究をさせていただいており、今回の在籍期間

中に、中性子散乱実験による複数の新しい磁性材料の性質

の解明に取り組みました。特に、J-PARC における BL12 

HRC のビームタイムを融通していただき、私の研究室の

スタッフ・学生と一緒に、約 2 週間にわたって東海村で実

験を行わせていただきました。このビームラインは、広い

エネルギー領域の中性子を、2 次元検出器を用いて高分解

能に測定することができるという特徴があります。こうし

た長所を活かすことで、吸収が強すぎて通常は測定が困難

な希土類化合物の磁気構造解析を行ったり、非弾性散乱に

よってマグノン分散を高精度に観測することが可能です。

後者の実験に関しては、益田研究室の皆様にも大変お世話

になりました。一連の研究を通じて、新しい交代磁性体物

質の発見に成功するとともに、そのマグノン分散に関する

手がかりが得られつつあります。 

 

 また、高木先生を通じて、物質合成室における単結晶育

成装置を使用させていただいたほか、井手上研の田中助教

のご指導のもと、ファンデルワールス接合素子の作成にも

取り組ませていただいています。これら一連の共同研究は、

現在進行形のものも多く、今後も物性研共同利用制度を活

用しながら、まとまった成果として発表していく予定です。 

 物性研は、私の父(一彦)が六本木キャンパス時代の井口

洋夫先生の研究室に大学院生として在籍し、有機半導体の

光電子分光の研究をしていたこともあって、個人的に特別

な思い入れがある場所です。客員として在籍する機会をい

ただけたことは非常に光栄で、いただいたご縁を大切にし

ながら共同研究をさらに発展させることで、良い成果を積

み重ねていけたらと考えています。今後とも、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

客員所員を経験して 
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物性理論研究部門 岡 隆史 

 

１．研究会の概要 

2025 年 9 月 3 日(水)から 5 日(金)の 3 日間にわたり、

東京大学物性研究所本館 6階大講義室(A632)にて、短期研

究会「熱場の量子論とその応用」(TQFT2025)を開催した。

本研究会は、熱・化学平衡系および非平衡量子場系を対象

とする「熱場の量子論」をキーワードに、物性物理・素粒

子・原子核・宇宙物理・量子光学といった幅広い分野の研

究者が一堂に会し、最新の研究成果や新しい問題意識を共

有することを目的としている。参加者数はオンラインを含

めると約 100-120 名であった。 

世話人は、稲垣知宏(広島大)、江尻信司(新潟大)、岡隆

史(東大物性研)、柏浩司(福岡工大)、北沢正清(京大基研)、

古城徹(KEK)、関口雄一郎(東邦大)、瀬名波栄問(Van 

Lang 大)、田島裕之(東大理)、橘基(佐賀大)、谷崎佑弥

(京大基研)、仲野英司(高知大)、中村真(中央大)、野中千

穂(広島大)、日高義将(京大基研)、本郷優(新潟大)、森田

健(静岡大)の 17 名が務めた。 

 

２．プログラムの構成 

研究会では、招待講演 4 件、一般口頭講演 14 件、ポス

ター発表 46 件(2 セッション)が行われた。招待講演とし

て、向田享平氏(KEK)による「宇宙の再加熱」、齊藤圭司

氏(京大)による「古典・量子系における熱力学的限界と普

遍性」、竹内一将氏(東大)による「大自由度カオス系の有

効自由度を決める：Lyapunov ベクトルによるアプロー

チ」、西村淳氏(KEK)による「量子系の実時間発展におけ

る Lefschetz thimble 法の応用」の 4 件が行われ、いずれ

もそれぞれの分野の最前線を俯瞰する充実した内容であっ

た。 

一般口頭講演では、物性研からも杉山祐紀氏が「膨張す

る量子ホールエッジ系のバルクカレント」、中野裕義氏が

「低次元流体の定常流を予言する上での揺らぐ流体力学の

必要性」、川畑幸平氏が「量子測定下の非ユニタリーダイ

ナミクスの対称性とトポロジー」について講演を行った。

そのほか、有限密度 QCD の流体ダイナミクス、冷却原子

系におけるマグノン輸送、共鳴物理の WKB 解析、

Lindbladian PT 相転移、離散時間結晶、測定誘起相転移、

有限温度ゲージ理論、AdS ワームホール、高密度クォー

ク物質など、多岐にわたるトピックが議論された。また、

昨年度ポスター賞受賞者による招待講演として、川本大志

氏(京大基研)と湊修平氏(東大)がそれぞれ受賞研究の発展

について報告した。 

ポスターセッションは 2 日間にわたり計 46 件の発表が

行われ、格子ゲージ理論、ホログラフィー、超流動・超伝

導、非平衡ダイナミクス、トポロジカル物質、量子情報な

ど、本研究会の学際的な性格を反映した幅広いテーマの研

究が活発に議論された。 

 

３．研究会の特色と参加者の反応 

本研究会の最大の特色は、異なる分野の研究者が「熱場

の量子論」という共通の枠組みのもとに集まる分野横断的

な性格にある。研究会後のアンケート(回答者 70 名)では、

分野横断研究会としての評価について、全回答者が「評価

できる」または「大変評価できる」と回答しており、本研

究会の方向性が参加者から高く支持されていることが示さ

れた。講演に対する質問もとても活発であった。 

今回は物性研での開催ということもあり、参加者の分野

別構成では物性物理分野が最も多く、次いで素粒子・原子

核物理分野の参加者が続いた。開催時期については約 9 割

が「ちょうどよい」と回答した一方、素粒子分野の国際会

議(ppp2025)と日程が重なっていたとの指摘もあり、今後

の日程調整の参考としたい。 

個人記述のコメントでは、物性研での研究会開催につい

て好意的な意見が多く寄せられた。開催場所については、

基研、理研、KEK、物性研のローテーションとする提案

も挙がっており、本研究会が複数の研究機関にまたがるコ

ミュニティとして定着していることがうかがえる。また、

一般口頭講演が招待講演より難しかったとのコメントもあ

り、分野横断研究会としてのアクセシビリティの向上は今

後の課題の一つである。 

 

４．おわりに 

3 日間にわたる研究会を通じて、物性物理と素粒子・原

子核物理の境界領域における活発な議論が行われた。特に、

物性研究所短期研究会 
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量子測定やLindbladian系などの非ユニタリーダイナミク

ス、有限温度・有限密度のゲージ理論、非平衡統計力学と

いったトピックが複数の講演にまたがって取り上げられ、

分野を超えた共通の問題意識が浮き彫りになった。本研究

会が、今後のさらなる分野横断的な共同研究の発展に寄与

することを期待する。 

最後に、共同利用係や理論系研究室の秘書をはじめとす

る物性研究所のスタッフの皆様に、研究会の開催にあたり

多大なるご支援をいただいたことを感謝申し上げる。 

 

 

 

 

 

集合写真 

 

 

 

 

ポスター学生発表賞の様子 
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数値物性科学研究施設 野口 博司 

 

日時：2026 年 4 月 2 日（木）3 日（金） 

場所：物性研究所本館 6階 大講義室(A632)  

主催：東京大学物性研究所スーパーコンピュータ共同利用 

協賛：MP-CoMS、計算物質科学協議会、データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクト(DxMT) 

所内組織委員：野口博司、尾崎泰助、川島直輝、杉野修、吉見一慶、三澤貴宏、乾幸地、福田将大、中野裕義、高橋惇 

所外組織委員：奥村久士（分子科学研究所）、品岡寛（埼玉大学）、福島鉄也（産業技術総合研究所）、井戸康太（山口大学） 

 

 物性研究所のスーパーコンピュータ共同利用の成果報告

を兼ねた計算物性物理に関する研究会を開催した。研究会

では、特別招待講演 2件、招待講演 14件、49件のポスター

発表が行われた。4/2(木) 89 名、4/3(金) 61 名(計 100 名)

の参加者があり、活発な議論と情報交換が行われた。 

 特別講演は最近注目されている交替磁性体について、東

京電機大学の中惇先生に、GPU 上で単精度浮動小数点演

算を用いて倍精度計算を行う尾崎スキームについて、芝浦

工業大学の尾崎克久先生にご講演していただいた。また、

招待講演では、磁性材料から、高温超伝導材料、燃料電池、

高分子膜、生体分子といった幅広い対象について最近の研

究が報告された。計算手法も第一原理計算や大規模分子動

力学計算を始め、機械学習や高精度計算と、様々な手法に

ついて、最近の発展が報告された。また、物性研スパコン

の利用促進のためのソフトウエア高度化プロジェクトを 

物性研で行なっているが、2025 年度に高度化を行なった

ベイズ最適化パッケージ PHYSBO と、第一原理量子モン

テカルロ法のソフトウェア TurboRVB について、田村亮

先生と中野晃佑先生による講演が行われた。分子科学研究

所、東北大学金属材料研究所、物性研で、物質科学におけ

る大規模計算に関する大型プロジェクトを支援するため、

共同で計算資源を提供する共同事業枠を行っているが、そ

の支援課題 3 件についても研究発表が行われた。 

初日午後のポスター発表でも熱い議論が交わされていた。

若手研究者の研究活動を奨励するために、ポスター賞が設

けられ、登壇者、組織委員による投票が行われた。その結

果、以下の 3 名が受賞した。 

木下拓弥氏（名古屋工業大学） 

小正路崚太郎氏（東京大学） 

田中友規氏（東京科学大学） 

 

プ ロ グ ラ ム 

4 月 2 日（木） 

13:00～13:05 Opening  

13:05～13:55 中惇（東京電機大学）[特別講演] 交替磁性体の電子状態と交差相関 

13:55～14:20 北谷基治（兵庫県立大学） 
強相関系の非局所揺らぎ計算による非従来型超伝導と電子スペク

トル 

14:20～14:35 break  

14:35～15:00 榊原寛史（鳥取大学） 
第一原理バンド計算及び多体摂動計算を用いた多層ニッケル酸化

物高温超伝導に対する理論的研究 

15:00～15:25 播木敦（大阪公立大学） 強相関交替磁性体における X 線分光スペクトルの第一原理多体計 

15:25～15:50 田村亮 (NIMS) [高度化] ベイズ最適化パッケージ PHYSBO の高度化と実応用 

15:50～16:00 尾崎泰助（物性研） 数値物性科学研究施設への組織改変について 

16:00～18:00 ポスターセッション   

18:30～20:30 懇談会   

 

物性研究所短期研究会 

物性研究所スパコン共同利用研究会「計算物質科学
の今と未来」 
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4 月 3 日（金） 

10:00～10:50 
尾崎克久（芝浦工業大学） 

[特別講演] 

低精度計算時代における高精度行列計算  

― 尾崎スキームとその展開 

10:50～11:05 break   

11:05～11:30 福田将大（物性研）[巻頭論文] DFT を用いた表面構造解析と原子間力顕微鏡シミュレーション 

11:30～11:55 植本光治（神戸大学） 
第一原理計算の非線形光学と半導体フォトニクスシミュレーショ

ンへの応用 

11:55～12:20 小幡正雄（金沢大学） 
GPU 実装による準粒子自己無撞着 GW 計算の高速化と InAs/GaSb 

超格子への応用 

12:20～13:30 Lunch   

13:30～13:55 中野晃佑 (NIMS) [高度化] 第一原理量子モンテカルロ法のソフトウェア開発の応用展開の未来 

13:55～14:20 藤崎弘士（日本医科大学） 重み付きアンサンブル法によるタンパク質構造変化の動的な計算 

14:20～14:45 矢ケ﨑琢磨（大阪大学） 高分子ブラシ膜の防汚機構 

14:45～15:10 秋葉貴輝（東京大学） マクロな移流反応拡散系の解析に向けた量子コンピュータの利用 

15:10～15:25 break   

15:25～15:50 尾方成信 (大阪大学)[共用事業枠] 
機械学習ポテンシャルを用いた極限環境下の構造材料の原子シミ

ュレーション 

15:50～16:15 藤本和士 (関西大学)[共用事業枠] 
燃料電池触媒層の物質輸送機構解明に向けた、マルチスケール計

算技術構築とその活用 

16:15～16:40 三澤貴宏 (物性研)[共用事業枠] 
厳密対角化ソフトウェア HΦ を活用したスピンハミルトニアンの

ベイズ推定 

16:40～16:45 Closing (ポスター賞授賞式)  

 

ポスター発表 

A：ポスター賞選考対象 

A-01 MUHAMMADY SHIBGHATULLAH（理化学研究所） 

密度汎関数計算による Barium Titanium Oxyhydride の熱力学的安定性とイオン交換の速度論的な解析 

A-02 中西 樹（金沢大学） 

第一原理計算を用いた Fe/MgO 界面のマグノンモード解析と磁気励起スペクトル 

A-03 佐藤 孝太（慶應義塾大学大学院） 

不完全情報ゲームを題材とした AI の開発と解析 

A-04 李 旭（名古屋大学） 

Pt(111)表面上の Ce-Ti-O ハニカム構造超薄膜の構造について実験観察と理論計算 

A-05 小林 知暉（東京理科大学） 

連結クラスタ展開法におけるクラスター次数推定法の考案 

A-06 寺澤 雄介（電気通信大学大学院） 

臨界指数の系統的な外挿法を用いた相関長による動的臨界指数の評価 

A-07 岩﨑 龍太（東北大学） 

圧力誘起磁気転移を示す有機モット絶縁体λ-(BEST)2GaCl4 の有効理論構築 

A-08 田中 友規（東京科学大学） 

Magesty.jl: スピンクラスター展開法に基づく一般化スピンモデル計算パッケージ 
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A-09 稲吉 健（埼玉大学） 

Quantics Tensor Trains を活用した非平衡 Dyson 方程式ソルバーの開発 

A-10 伊藤 悠生（慶應義塾大学） 

分子動力学法を用いたレイリー・テイラー不安定性の解析 

A-11 宋 峰峰（東京大学） 

空間変調を持つ二次元 XY 模型における超流動ドーム 

A-12 Tran Ba Hung（Tohoku University） 

Charge-Spin-Lattice Coupling Driven Giant Magnetocaloric Effect in BiCu3Cr4O12 

A-13 西山 英希（慶應義塾大学） 

分子動力学シミュレーションを用いた、気泡成長に伴う流体の粘度変化の研究 

A-14 井上 仁（金沢大学） 

最近接 Wannier 関数によるスピン軌道相互作用の第一原理計算 

A-15 常田 拓希（名古屋工業大学） 

分子動力学法を用いた粉体気体系における最終凝縮状態のダイナミクスと相図 

A-16 木下 拓弥（名古屋工業大学） 

円柱障害物周りのアクティブブラウン粒子流における微結晶クラスター成長と相図 

A-17 丹羽 陽弥（金沢大学） 

スピネル遷移金属酸化物 LiTi2O4の電子スペクトル解析 

A-18 渡邉 崚（東京大学） 

時間依存密度汎関数法による金属反強磁性体のスピンダイナミクスの第一原理計算 

A-19 YANG JINGWEN（金沢大学大学院） 

有限系におけるトポロジカル指数の第一原理計算 

A-20 笹島 翔太（金沢大学） 

ゲージ共変微分を用いた軌道磁化の第一原理計算 

A-21 牛尾 賢生（鳥取大学） 

バイレイヤーハバード模型に帰着される銅酸化物超伝導体の可能性 

A-22 石井 浩平（東京大学） 

電子状態密度を記述子とした機械学習による酸素空孔生成エネルギーの予測と酸素吸蔵材の探索 

A-23 山本 哲也（東京大学） 

シミュレーションによる血流中の酸素濃度分布の解析 

A-24 渡辺 凌眞（東京大学） 

正方格子 loop O(2) 模型の臨界点と相図の数値解析 

A-25 田中 尚岳（鳥取大学） 

sparseIR.jl を用いた多軌道揺らぎ交換近似コードへの実装 

A-26 NING ZHIYAO（東京大学） 

Spinon Confinement and String Breaking Near Deconfined Quantum Criticality 

A-27 小正路 崚太郎（東京大学） 

Crystal structure prediction by generalized disjunctive programming based on inorganic structural chemistry 

A-28 ZHU QIZHI（東京大学） 

The study of negative sign problem under real-space renormalization group 
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B：一般ポスター 

B-01 小野 頌太（室蘭工業大学） 

非 van der Waals 型 2 次元物質の予測手法の開発と応用 

B-02 BAE SOUNGMIN（東北大学） 

汎用機械学習ポテンシャルを用いた統合的原子シミュレーション環境「macer」の開発と材料物性解析への応用 

B-03 佐藤 龍平（東京大学） 

固体電解質の多体輸送(協奏的な輸送)のグラフ理論による可視化 

B-04 坂井 徹（兵庫県立大学） 

低次元量子スピン系の磁場誘起量子相転移の数値的研究 

B-05 浅野 優太（医療創生大学） 

1000 億原子分子動力学シミュレーションによる超音波キャビテーション初期過程 

B-06 春山 潤（理化学研究所） 

次世代 Li イオン電池用電解液の DFT 汎関数の精度検証と機械学習力場の作成 

B-07 村林 史啓（東京大学） 

準粒子トンネリングを伴う分数量子ホール液滴のマイクロ波応答 

B-08 森田 悟史（慶應義塾大学） 

テンソルくりこみ群による分配関数比の計算と臨界点上での普遍値 

B-09 本山 裕一（東京大学） 

ベイズ最適化パッケージ PHYSBO 

B-10 Thomsen Bo（Japan Atomic Energy Agency） 

Development of GPU Accelerated Path Integral Molecular Dynamics Code 

B-11 久保 祐貴（東京大学大学院） 

データ同化法による HCl-H2化合物高圧相の結晶構造推定 

B-12 陸 劭聡（東京大学大学院理学系研究科） 

Spin-Fluctuations in Hydride Superconductors from First Principles 

B-13 山地 洋平（物質・材料研究機構） 

数値分光法による銅酸化物高温超伝導体の解析 

B-14 船田 宙軌（近畿大学） 

フラーレンが吸着したタングステン表面の電子状態計算 

B-15 青山 龍美（東京大学） 

第一原理量子モンテカルロ法パッケージ TurboRVB の高度化 

B-16 中島 将吾（近畿大学） 

π拡張ジケトピロロピロール誘導体 BIPI の電子状態計算 

B-17 笠松 秀輔（山形大学） 

Local perturbation + relaxation 法による遷移金属複合酸化物の charge/spin 配置最適化 

B-18 乾 幸地（東京大学） 

自動微分を取り込んだ DFT 計算による物質の逆設計 

B-19 山口 直也（金沢大学） 

Wannier 基底に基づく層異常 Hall/Nernst 伝導度計算コード開発と金属系への応用 

B-20 河村 光晶（横浜国立大学） 

超伝導密度汎関数理論に基づくコヒーレント長と磁気侵入長の第一原理計算 

B-21 高橋 惇（東京大学） 

Nucleation-type criticality with infinite number of free-energy minima beyond mean-field theory 
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【日 程】2025 年 12 月 15 日（月） 

【場 所】物性研究所本館 6F 大講義室、 

【世話人】廣井善二（東京大学物性研究所）、有馬孝尚（理化学研究所/東京大学）、瀧宮和男（理化学研究所/東京大学）、 

徳永将史（東京大学物性研究所）、中島多朗（東京大学物性研究所）橋坂昌幸（東京大学物性研究所）、大谷義近

(東京大学物性研究所/理化学研究所） 

【講演言語】英語 

【参加人数】65名 

 

理研創発物性科学研究センター(RIKEN-CEMS)は、

2013 年に物理、化学、エレクトロニクスのトップ研究者

が集結して発足され、創発現象の学理を解明し、その応用

への展開を拓くための研究が展開されています。物性研究

所(ISSP)は、1957 年に共同利用研究所として設立され、

我が国の物性科学研究の発展に貢献すべく、研究、人材育

成、共同利用、共同研究を行ってきました。本ワークショ

ップは、物質科学の分野で共通の研究領域の多い両研究所

が、互いの強みや研究テーマの共通点を明確にし、それぞ

れの専門知識や経験を結集して新たな研究の方向性につい

て参加者が活発に意見交換し、可能な連携プロジェクトを

特定することで、より具体的な協力の展望や新たな研究の

展開の構築に結実させることを目指して 2023 年度から開

催され、今回で 3 回目の開催となりました。近年では国際

的な研究開発競争が激化する中、国内の研究所間の連携は

重要性を増しており、このワークショップがそれを推進す

る場となることを目指しています。RIKEN-CEMS には

外国人研究者が多く在籍していることから、日本人研究者

や大学院生だけでなく、外国人研究者や留学生も議論に参

加しやすいよう、ワークショップの共通言語を英語としま

した。 

会議の冒頭では ISSP の廣井所長によりこのワークショ

ップの意義や、物性研の将来計画などが紹介されました。

その後のセッションでは RIKEN-CEMS と ISSP それぞ

れの発表者から共同研究の芽となりうるような興味深いト

ピックが紹介され、多くの議論が交わされました。過去の

開催では ISSP と RIKEN-CEMS の間で共同研究の実績

のある固体物性や磁性の分野からの発表が複数ありました

が、今回の開催ではソフトマターや化学分野にも焦点を当

て、RIKEN-CEMS 側からは石田チームディレクター、

ISSP 側からは眞弓所員にソフトマター分野の最先端の話

題を提供して頂きました。また、冒頭で廣井所長が言及し

たように物性研は 2026 年度から組織変更を予定しており、

新たに立ち上がる組織の中から、物質創生研究センターの

岡本所員、量子ナノ物性研究センターの橋坂所員が新組織

の紹介を含む講演をして頂きました。RIKEN-CEMS 側

からもBulgarevich研究員による有機半導体に関する研究

の紹介や Birch 研究員からの FIB 加工を駆使した量子物

質の輸送測定の研究などを発表して頂き、二つの組織で重

なりのある研究領域において活発な議論が交わされました。 

研究会の最後には、若手を中心としたポスターセッショ

ンが設けられ、同時に軽食と飲み物も提供するスタイルと

して、和やかな雰囲気のもと活発な意見交換と議論がされ

ました。この機会が二つの研究所の連携を強め、将来新た

な連携プロジェクトが立ち上がることを期待したいと思い

ます。 

 

Program 

Time Speaker Title 

9:30-9:35 Taro Nakajima  

(ISSP) 

Introduction 

9:35-9:45 Zenji Hiroi  

(ISSP) 

Opening remarks and introduction of the organization of ISSP 

<Session 1: Chair T. Nakajima (ISSP)>  

9:45-10:10 Yasuhiro Ishida  

(RIKEN-CEMS) 

Polarity, chirality, and topology in soft materials 

ISSP ワークショップ 

第 3 回理研 CEMS・東大 ISSP 連携ワークショップ 
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10:10-10:35 Koichi Mayumi  

(ISSP) 

Nano structure and dynamics of multi-component materials investigated 

by contrast variation neutron scattering with mathematical methods, 

10:35-10:55 coffee break  

<Session 2: Chair K. Takimiya (CEMS)>  

10:55-11:20 Hiroya Nishikawa 

(RIKEN-CEMS) 

Emergent Ferroelectric Nematic and Heliconical Ferroelectric Nematic 

in Polar Fluids 

11:20-11:45 Maiko Kofu  

(ISSP) 

Hierarchical structure and dynamics of ionic liquids studied by neutron 

scattering 

11:45-12:00 Photo session (+ buffer time) 

12:00-13:30 Lunch  

<Session 3: Chair M. Tokunaga (ISSP)>  

13:30-13:55 Shingo Toyoda  

(RIKEN-CEMS) 

All-optical control of an antiferromagnet via an inverse optical 

magnetoelectric effect 

13:55-14:20 Masaki Gen  

(ISSP) 

Magnetic-field-induced Jahn-Teller transition from antipolar to polar 

order above 100 T 

14:20-14:45 Kirill Bulgarevich 

(RIKEN-CEMS) 

Rational Design of High-Performance Organic Semiconductors based on 

Simulation-Assisted Crystal Structure Manipulation 

14:45-15:10 Yoshihiko Okamoto 

(ISSP) 

Introduction of Center for New Materials Research and Recent Progress 

on the Development of Novel Cubic Materials 

15:10-15:35 coffee break  

<Session 4: Chair T. Yokouchi (CEMS)>  

15:35-16:00 Max Birch  

(RIKEN-CEMS) 

Nanosculpted magnetic helices with switchable nonreciprocity 

16:00-16:25 Masayuki Hashisaka  

(ISSP) 

Overview of the Quantum NanoLab: Nanofabrication for 

Characterization and Applications of Quantum Materials 

16:25-16:50 Takashi Nakajima 

(RIKEN-CEMS) 

From single-qubit to multi-qubit operations in silicon quantum dot array 

16:50-17:00 Takahisa Arima  

(RIKEN-CEMS) 

Closing remarks 

17:05- Poster session & 懇談会 (Discussions with foods and drinks) （6F 渡り廊下、ラウンジ） 
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東京大学物性研究所 量子ナノ物性研究センター 橋坂 昌幸 

 

日 程：2026 年 3 月 9 日(月)～3 月 10 日(火) 

場 所：物性研究所本館 6階講義室およびラウンジ（対面形式）  

提案者：橋坂昌幸、井手上敏也、加藤岳生、島﨑佑也、三輪真嗣、小布施秀明（北海道大学）、原正大（熊本大学） 

URL: https://hashisaka.issp.u-tokyo.ac.jp/Seminar/20260309_ISSPworkshop/index_kickoff.html 

 

本ワークショップは、東京大学物性研究所、北海道大学

大学院工学研究院、および熊本大学大学院先端科学研究部

の共催のもと、東京大学物性研究所本館 6 階講義室および

ラウンジにおいて対面形式により開催された。事前参加登

録者数は 152 名、実参加者数は 150 名であった。 

近年、量子科学およびナノテクノロジーの著しい進展を

背景として、微細加工技術を基盤とする新奇量子物性の解

明と、そのデバイス応用への展開が、国際的に急速な発展

を遂げている。このような学術的潮流のもと、東京大学物

性研究所では、物質開発・素子化・先端計測を一体的に推

進する研究拠点として、2026 年 4 月に量子ナノ物性研究

センター(以下「センター」という。)を設置した。本セン

ターは、物性研が有する新物質開発力と大型実験設備を活

用した先端計測技術とを有機的に結び付け、量子物質科学

の新たな展開を切り拓くことをミッションとしている。 

本ワークショップは、センター設立を契機として、学術

界および産業界の関係者の参集を得て開催されたものであ

り、次世代材料および量子技術をはじめとする物性科学の

将来展望について多角的な意見交換を行うとともに、新た

な研究課題の創出および産学官の連携の深化を図ることを

目的として開催された。 

当日のプログラムは、センターの概要説明および関連組

織・プロジェクトの紹介、基調講演および招待講演者によ

る口頭発表、ならびに一般参加者によるポスター発表から

構成された（詳細は後掲のプログラム参照)。川上則雄氏

(科学技術振興機構)からはセンターが推進する JST 

ASPIRE プロジェクトの紹介がなされ、三田吉郎氏(東京

大学大学院工学系研究科)からは東京大学における微細加

工プラットフォームの取組について報告があった。また、

葛西誠也氏(北海道大学)および百瀬健氏(熊本大学)からは、

共催機関を代表して、地域の半導体産業との連携を踏ま

えた大学における研究について講演が行われた。さらに、

高木信一氏(帝京大学)、中村泰信氏(理化学研究所、東京

大学)、有馬孝尚氏(理化学研究所、東京大学)、髙柳英明

氏(東京大学)をはじめとする講演者からは、関連研究分野

の最新動向の紹介とともに、センターに対する期待と激励

が寄せられた。 

ポスターセッションにおいては 54 件の発表が行われ、

研究者間の直接的な討議を通じて活発な研究交流が促進さ

れた。2 日間の開催期間中、両日ともに 100 名を大きく上

回る参加者があり、これら一連のプログラムを通じて、セ

ンターを中核とする研究ネットワークの形成に資する有意

義な機会となった。 

最後に、本ワークショップの開催および運営にあたり多

大なるご協力を賜った関係各位に深く謝意を表する。本ワ

ークショップは、物性研究所「ISSP ワークショップ」、

JST ASPIRE「人材育成と量子スピントロニクス技術の基

盤確立に向けた日仏共同イニシアティブ」、ならびに科研

費学術変革領域(B)「エニオンの動的制御による情報技術

の開拓」の支援を受けて実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ISSP ワークショップ 
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プログラム 

3/9（月） 

13:00 所長挨拶 廣井 善二 

13:10 量子ナノ物性研究センター概要紹介 橋坂 昌幸 

13:20 研究室紹介 井手上 敏也 

13:30 研究室紹介 島﨑 佑也 

13:40 研究室紹介 三輪 真嗣 

13:50 研究室紹介 橋坂 昌幸 

14:00 川上 則雄（科学技術振興機構、理化学研究所） 

 「ASPIRE の紹介」 

14:10 三田 吉郎（東京大学 工学系研究科 電気系工学専攻） 

 「210 研究室 1200 名と分かちあう最先端半導体微細加工プラットフォーム」 

14:20 葛西 誠也（北海道大学 量子集積エレクトロニクス研究センター） 

 「生物ダイナミクスとコンピューティング」 

14:40 百瀬 健（熊本大学 半導体・デジタル研究教育機構） 

 「半導体デバイス用薄膜プロセスおよび半導体集積地熊本における研究教育」 

 

15:00 Workshop photo, Coffee break 

 

15:30 基調講演：高木 信一（帝京大学 先端総合研究機構） 

 「先端半導体デバイスの進化と量子ナノ物性研究への期待」 

16:00 中村 泰信（理研 RQC、東京大学 工学系研究科 物理工学専攻） 

 「物性＋ナノ＋量子＝超伝導量子ビット」 

16:20 有馬 孝尚（理研 CEMS、東京大学 新領域創成科学研究科 物質系専攻） 

 「Small is Beautiful」 

16:40 高柳 英明（東京大学 新領域創成科学研究科 物質系専攻） 

 「量子技術産業から新センターへの期待」 

 

18:00   Workshop dinner 

 

3/10（火） 

9:00 黒山 和幸（東京大学 生産技術研究所） 

 「テラヘルツ光共振器・半導体量子ナノ構造結合系における光—物質コヒーレント相互作用」 

9:20 山本 倫久（東京大学 工学系研究科 物理工学専攻） 

 「半導体微細構造を用いた量子シミュレーション」 

9:40 松尾 保孝（北海道大学 電子科学研究所） 

 「原料から考える原子層薄膜形成プロセス」 

10:00 竹谷 純一（東京大学 新領域創成科学研究科 物質系専攻） 

 「有機半導体量子デバイス」 

 

10:20 Coffee break 

 

10:40 𠮷見 龍太郎（東京大学 新領域創成科学研究科 物質系専攻） 

   「分子線エピタキシーを用いたトポロジカル量子物質の物性開拓」 
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11:00 足立 智（北海道大学 大学院工学研究院 応用物理学部門） 

  「半導体での電子‐核スピン結合系の光制御」 

11:20 小林 研介（東京大学 理学系研究科 物理学専攻） 

  「量子スピン顕微鏡による物性研究」 

11:40 田中 未羽子（東京大学 物性研究所） 

 「原子層物質のインダクタンスとキャパシタンス」 

 

12:00 Lunch break 

 

13:00 柳澤 達也（北海道大学 大学院理学院 物性物理学専攻） 

 「超音波による電気四極子の研究とダイヤモンド原子空孔評価への応用」 

13:20 松田 巌（東京大学 物性研究所） 

 「AI・ロボット・先端 X 線分光で探る機能性原子層物質」 

 

13:40 Poster session     

 

14:40 Coffee break 

 

15:10 小林 洋平（東京大学 物性研究所） 

 「レーザー加工とナノ加工との相性は？」 

15:30 谷内 敏之（東京大学 新領域創成科学研究科 物質系専攻） 

 「レーザー光電子顕微分光を用いたナノ物性の可視化」 

15:50 木俣 基（日本原子力研究開発機構 原子力科学研究所 先端基礎研究センター） 

 「対称性の破れた反強磁性体における非相反伝導」 

16:10 石坂 香子（東京大学 工学系研究科 物理工学専攻） 

 「顕微光電子分光による２次元原子層物質の電子構造計測」 

16:30 原 正大（熊本大学 大学院先端科学研究部 基礎科学部門） 

 「FIB 加工を用いた一次元ファンデルワールス材料の伝導特性評価」 

 

16:50 閉会挨拶 橋坂 昌幸 

 

 

写真：3 月 9 日 記念撮影 
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標題：令和 7 年度 退職記念講演会 

日時：2026 年 3 月 11 日(水) 午後 1 時～午後 6 時 

場所：柏の葉カンファレンスセンターと Online 

要旨： 

13:00-13:00 所長挨拶 

13:05-13:10 廣井 善二 先生 業績紹介（岡本佳比古 所員） 

13:10-14:00 廣井 善二 先生 ご講演 

講演題目「最後に想うこと」  

14:15-14:20 大谷 義近 先生 業績紹介（三輪真嗣 所員） 

14:20-15:10 大谷 義近 先生 ご講演 

講演題目「スピントロニクス研究への道のりとこれから」  

15:25-15:30 常次 宏一 先生 業績紹介（川島直輝 所員） 

15:30-16:20 常次 宏一 先生 ご講演 

講演題目「物性理論に取り組んだ 45 年」 

16:35-16:40 森 初果 先生  業績紹介（山下穣 所員） 

16:40-17:30 森 初果 先生  ご講演 

講演題目「分子に学ぶ機能物性科学」 

 

 

標題：令和８年度 前期 客員所員講演会 

日時：2026 年 4 月 16 日(木) 午前 11 時～午前 11 時 45 分 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室 (A632) 

要旨： 

11:00-11:10 挨拶（松田 康弘 物性研究所 副所長） 

11:10-11:45 小林 玄器（理化学研究所 開拓研究所 小林固体化学研究室、主任研究員） 

 

 

講演題目：二次元物質：グラフェンからモアレ物質へ 

日時：2026 年 5 月 13 日(水) 午後 1 時 30 分～午後 2 時 30 分 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室 (A632) 

講師：越野 幹人 

要旨： 

グラフェンに代表される二次元物質は、新奇な電子構造がもたらす多様な量子物性を通じて、低次元電子系の新たなパ

ラダイムを切り拓いてきた。近年では、二層・多層の二次元結晶を不整合に積層することで形成されるモアレ超格子によ

り、電子バンド構造を幾何学的に制御する手法が確立され、フラットバンドに起因する強相関現象やトポロジカル電子状

態の実現が大きな注目を集めている。 

本講演では、2000 年代に始まった二次元物質研究から最新のモアレ物質に至る発展を概観しつつ、これまでの自身の

研究を紹介した。特に、グラフェンにおけるディラック電子がもたらす特異な電子物性、およびモアレ系におけるバンド

構造形成と電子状態の特徴について議論した。さらに、最近の研究成果として、準周期的構造に現れる電子特性やトポロ

物性研究所談話会  

https://www.kashiwanoha-cc.jp/
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ジカル性の発現機構について紹介し、従来のブロッホ理論の枠を超えた問題に焦点を当て、今後の理論的課題と展望につ

いて述べた。 

 

 

講演題目：らせん状π共役分子の合成とキラル分子機能の創出 

日時：2026 年 5 月 13 日(水) 午後 2 時 45 分～午後 3 時 45 分 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室 (A632) 

講師：廣瀬 崇至 

要旨：  

有機化学における精密な分子合成技術は、望みの物理的・電子的機能を持つ「機能性マテリアル」をボトムアップで設

計するための強力なアプローチである。分子構造を原子レベルで設計し、標的とする電子状態を創出できる点は、未踏の

機能探索において極めて有効である。特に、空間的に広く非局在化する特性を持つ π 共役電子は、優れた酸化還元特性

や電荷移動特性を実現する観点から有力な電子状態である。近年、この π 共役系にらせん状のキラリティを組み込んだ

分子の合成技術が急速な発展を見せている。講演者は、有機合成化学の観点から単一分子の電子状態を精密に設計し、そ

れらを大きな分子間相互作用を介して規則集積させることで、次世代の魅力的な機能材料が創出できるとの考えに基づき

研究を展開している。 

本講演では、我々が近年合成に成功したらせん状化合物と、その特異な電子状態に関する最新の成果を紹介する。具体

的には、π 拡張型らせん状分子において、らせん中心部分の polyene 状電子状態に由来する狭い HOMO-LUMO ギャッ

プ（近赤外光応答性）を見出し、らせん状分子ワイヤーとしての機能発現への展開について述べる。また、らせん状に歪

んだキラルな電子状態と遷移電気・磁気双極子モーメントに起因した、左右円偏光の選択的な吸収・発光特性について解

説する。さらに、らせん末端部位を化学修飾することで、電子および正孔を一次元的に伝導する Face-to-Face 型のカラ

ムナー配列へ自己集積させることに成功した知見を報告した。 

最後に、有機化学、物理化学および量子化学の融合的な観点から、キラル分子性物質を用いた物性開拓研究の今後の展

望について議論した。 

 

 

講演題目：Beyond-Hermitian Quantum Physics 

日時：2026 年 6 月 1 日(月) 午後 3 時～午後 4 時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室 (A632) 

講師：上田 正仁 

要旨： 

 Isolated quantum systems are described by Hermitian Hamiltonians. However, when they are open to surrounding 

environments or subject to quantum measurements, one should go beyond the Hermitian framework. Beyond-

Hermitian physics has recently attracted a great deal of attention due to remarkable advances in experimental 

techniques and theoretical methods in AMO, condensed matter and nonequilibrium statistical physics. Complete 

knowledge about quantum jumps allows a description of quantum dynamics at the single-trajectory level. A subclass 

thereof without quantum jumps can be described by a non-Hermitian Hamiltonian. Here, symmetry, topology and 

many-body effects are fundamentally altered from Hermitian physics. In this talk, I will discuss what new potentials 

can be liberated once we go beyond the Hermitian framework. I will illustrate them in the context of the quantum 

speed limit, intermediate-state engineering, continuous quantum phase transitions and non-Hermitian topological 

phases. I will also discuss applications of beyond-Hermitian quantum physics to statistical physics and condensed 

matter physics, such as Yang-Lee zeros, nonunitary critical phenomena and non-Hermitian BCS superconductivity. 
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標題：Exotic Boundaries and Interfaces of Gapless Topological Matter 

日時：2026 年 2 月 27 日(金) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：Saranesh Prembabu 

所属：Harvard University 

要旨： 

 Exotic Boundaries and Interfaces of Gapless Topological MatterWe study boundary and interface phenomena in 

symmetry-enriched critical matter, including gapless symmetry-protected topological (gSPT) phases, asking how 

critical correlations yield a richer bulk–boundary correspondence. First, we analyze boundaries at a transition between 

distinct SPT phases: incompatible edge modes lead to highly frustrated boundary behavior, including a non-Landau 

“deconfined quantum critical” transition. Second, motivated by the search for lower-dimensional signatures of gSPTs, 

we initiate a study of spatial interfaces between inequivalent gapless theories. The resulting non-invertible conformal 

defects, which are tightly constrained and may host localized degenerate modes or anomalies, provide both a defining 

indicator of symmetry-enriched criticality and a new window into the novel phenomena that gapless topological phases 

exhibit. 

 

 

標題：奇パリティな異方的スピン分裂を示す p 波磁性体の物質開拓 

日時：2026 年 2 月 27 日(金) 午前 10 時 30 分～午前 11 時 30 分 

場所：Online 

講師：山田 林介 助教 

所属：東京大学 大学院工学系研究科 物理工学専攻 

要旨： 

 近年、総和磁化がゼロであるにもかかわらず、異方的スピン分裂を示す反強磁性体に注目が集まっている。特に、波数

に対して奇パリティな異方的スピン分裂を有する p 波磁性体は、2024 年にその理論的枠組みが提案された。それ以降、

スピン流生成などの観点から活発な理論研究が行われてきたが、実験的な実現例は限られている。本セミナーでは、希土

類化合物を中心とした p 波磁性体の物質探索の結果を紹介する。中性子回折および共鳴X 線散乱による磁気構造解析と輸

送測定を通じて、異方的スピン分裂に起因する特徴的な輸送応答を議論し、p 波磁性体の物質設計指針と今後の展開を展

望した。 

 

 

標題：2 次元分子動力学シミュレーションにおける繰り込まれた粘性係数と裸の粘性係数の統一 

日時：2026 年 3 月 2 日(月) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：Online 及び物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：横田 和麿 

所属：京都大学 大学院理学研究科. 統計物理・動力学分科 非線形動力学グループ 

要旨： 

熱揺らぎを流体方程式に組み込んだゆらぐ流体力学[1]は低次元系のマクロスケールの振る舞いを記述する有効なモデ

ルと考えられている。ゆらぐ流体力学中の輸送係数は裸の輸送係数と呼ばれ、実験や数値シミュレーションで観測される

物性研究所セミナー  
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繰り込まれた輸送係数と区別される。裸の輸送係数は低次元系の輸送特性を特徴づけるパラメーターであり、その値を適

切に決定することは低次元系の振る舞いを予測する上で重要であるが、裸の輸送係数の測定方法は確立されていない。 

本セミナーでは微視的な粒子描像から二次元流体系における繰り込まれた粘性係数と裸の粘性係数を橋渡しする手法を

提案した[2]。具体的には微視的に定義されるせん断応力の相関から決まる波数依存の粘性係数に注目することでメソス

ケールとマクロスケールの輸送特性を結びつけた。 

[1] L. D. Landau and E. M. Lifshitz, Fluid Mechanics (Pergamon Press, London, 1959). 

[2] K. Yokota, M. Itami, and S.-i. Sasa, arXiv:2506.16002 (2025). 

 

 

標題：第１回量子－古典生命 インターフェースセミナー「動物オプシンの分子特性と光遺伝学の可能性」 

日時：2026 年 3 月 3 日(火) 午後 3 時 30 分～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 2 セミナー室 (A612) 

講師：寺北 明久 

所属：大阪公立大・理学研究科・生物学専攻 

要旨：  

多くの動物は、光受容タンパク質オプシンを介して光を感知し、その情報を視覚だけでなく概日時計の光制御など多様

な生理機能に活用している。オプシンは 7 回膜貫通型の光感受性 G タンパク質共役型受容体（GPCR）で、分子系統学的

に複数のグループに分類される。私たちは、オプシンのグループやサブグループの違いにより分子特性が異なることを明

らかにしてきた。本セミナーでは、オプシンの分子特性の多様性とそれらが光受容機能に果たす役割を紹介し、さらに遺

伝学ツールとしての応用の可能性について議論した。 

※本セミナーは文科省・学際領域展開ハブ形成プログラム 「マルチスケール量子－古典生命 インターフェース研究コン

ソーシアム」の活動の一貫として行われたものです。 

 

 

標題：Critical Phenomena on the Bethe Lattice 

日時：2026 年 3 月 19 日(木) 午後 2 時～午後 3 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：Sawato Sen 

所属：Okinawa Institute of Science and Technology 

要旨： 

We investigate the critical behavior of a family of Z2-symmetric scalar field theories on the Bethe lattice (the tree 

limit of regular hyperbolic tessellations) using both the non-perturbative Functional Renormalization Group and 

perturbation theory. Due to the hyperbolic nature of Bethe lattices, the Laplacian lacks a zero mode and exhibits a 

spectral gap. We demonstrate that closing the spectral gap via a modified Laplacian leads to novel critical behavior 

governed by interacting fixed points. This stands in contrast to the nearest-neighbor Ising model, which exhibits a 

phase transition with mean-field critical exponents. We further comment on the possible reasons for such a deviation. 

Based on arxiv:2601.01961 
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標題：理論系春の学会発表報告会 2026 

日時：2026 年 3 月 30 日(月) 午後 2 時～午後 3 時 25 分 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

Program： 

Time           Speaker      Title 

14 時–14 時 15 分 高橋 惇(川島研)  Quantum Monte Carlo for all stoquastic XY models mixes in polynomial 

time 

14 時 15 分–14 時 30 分 渡辺 凌眞(川島研) ボンド重み付きテンソルくりこみ群を用いた正方格子 loop O(2) 模型の 

臨界点の推定 

14 時 30 分–14 時 45 分 佐藤 哲也(加藤研) カイラルフォノンによる軌道蓄積の理論 

14:45 – 14:55 break 

14 時 55 分–15 時 10 分 西村 直樹(加藤研) ひねり応力下のカーボンナノチューブにおけるツイスト-ブリージング混 

合モードの有効理論 

15 時 10 分–15 時 25 分 LEE XIN THENG (加藤研) 補償フェリ磁性体におけるネールベクトル依存スピン流生成 

 

 

標題：1 次の反強磁性転移をする Eu と Gd 化合物の磁化と磁気相図 

日時：2026 年 4 月 17 日(金) 午前 11 時～午後 0 時 

場所：Online 

講師：大貫 惇睦 

所属：新潟大学 理化学研究所 

要旨： 

希土類化合物の反強磁性転移が、1 次の相転移になることはあまりない。この 15 年ぐらい Eu 化合物の研究を続けてき

たが、いくつかの Eu 化合物（Eu2+: 4f7, J = S = 7/2, L = 0）のネール点 TN で 1 次になることを見出した。私達が見つけ

た磁気スキルミオンを示す EuPtSi（TN = 4 K）がそうであり、これはキラル立方晶の幾何学的フラストレーションや秩序パ

ラメータが多数あることに由来する特殊なことと思っていました。ところが結晶反転対称性のある EuSnP（TN = 21 K）も

ネール点は 1 次と思われる。振り返ってみると、昔研究した AuCu3 型のいわば単純立方晶の EuSn3 も 1 次であった。

あるいは bcc の Eu 単体も 1 次と報告されている。六方晶の GdAl3（Gd3+: 4f7）も含めて、その磁性を議論した。 

 

 

標題：Advancing Quantum Monte Carlo: Imaginary-Time Non-Equilibrium Dynamics and Non-Hermitian 

Quantum Criticality 

日時：2026 年 4 月 22 日(水) 午後 2 時〜 

場所：Online 

講師：LI, Zi-Xiang 

所属：The Institute of Physics, Chinese Academy of Sciences 

要旨： 

In this talk, I will present two recent developments in the application of quantum Monte Carlo (QMC) methods to 

strongly correlated fermionic systems. First, we explore imaginary-time non-equilibrium dynamics in the context of 

Dirac-fermion quantum criticality. By utilizing non-equilibrium quantum critical scaling in the short-time regime, we 

propose a novel framework to extract quantum critical properties even in models severely restricted by the fermion 

sign problem. Applying this framework to the SU(3) repulsive Hubbard model, we identify an antiferromagnetic (AFM) 
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quantum critical point belonging to a new Gross-Neveu universality class. In the second part, we use QMC to 

investigate the non-Hermitian Hubbard model on the honeycomb lattice featuring non-reciprocal hopping. Our results 

reveal that AFM order is surprisingly enhanced by the non- Hermitian, non-reciprocal hopping. Furthermore, we 

demonstrate that at the quantum critical point separating the Dirac semimetal and the AFM phase, Hermiticity is 

emergent, and the transition belongs to the Hermitian chiral XY Gross-Neveu universality class. 

References: 

1. Yin-Kai Yu, Zhi-Xuan Li, Shuai Yin, Zi-Xiang Li, Science Advances 12,eadz4856 (2026). 

2. Yin-Kai Yu, Zhi Zeng, Yu-Rong Shu, Zi-Xiang Li, Shuai Yin, Phys. Rev. Lett. 136, 086502 (2026). 

3. Chang-Yu Shen, Shuai Yin and Zi-Xiang Li, arXiv:2512.23361 (2025). 

4. Xue-Jia Yu, Zhiming Pan, Limei Xu, Zi-Xiang Li, Phys. Rev. Lett. 132, 116503 (2024). 

 

 

標題：極薄膜 FeSe/STO の作製と超伝導揺らぎの検出 

日時： 2026 年 4 月 28 日(火) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：小林 友輝 

所属：大阪大学 大学院理学研究科 物理学専攻 

要旨： 

一般に超伝導が二次元的になるとバルクより超伝導転移温度 Tc が下がるが、鉄系超伝導体 FeSe では SrTiO3 基板上に

極薄膜を成長させるとむしろ Tc が大きく上昇する[1]。この超伝導増強は基板との界面効果によることから、界面の設計

次第でさらに高い Tc を実現できると期待される。一方で、ギャップが発達する温度よりも低い温度でしかゼロ抵抗やマ

イスナー効果は観測されないことから、Tc 以上でのクーパー対の形成が起きている可能性が指摘されている[2]。本セミ

ナーでは我々が行ってきたパルスレーザー堆積（PLD）法による極薄膜 FeSe の作製[3]と、ネルンスト効果測定を用いて

超伝導揺らぎを調べた結果[4]について紹介した。 

[1] Q. Y. Wang et al., Chin. Phys. Lett. 29, 037402 (2012). 

[2] B. Faeth et al., Phys. Rev. X 11, 021054 (2021). 

[3] T. Kobayashi et al., Supercond. Sci. Technol. 35, 07LT01 (2022). 

[4] T. Kobayashi, R. Ogawa, and A. Maeda, Phys. Rev. B 112, 094525 (2025). 

 

 

標題：Search for Quantum Spin Liquid in Triangular Lattice Antiferromagnet Delafossite (review talk)  

日時：2026 年 5 月 15 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：Minoru Yamashita 

所属：Division of Advanced Measurements, ISSP 

要旨： 

I shall review the recent studies conducted in Yb-based delafossite AYbSe2 (A = Cs, Na, K, Tl, etc.), a two-

dimensional triangular antiferromagnet (TLAF). 

The search for a quantum spin liquid (QSL) – a highly-entangled quantum state of spins – has been a central issue 

in the condensed-matter physics. The primary motivation lies in the search for entangled states of quantum spins and 

novel elementary excitations such as spinons, visons, Majorana fermions, etc. Experimentally, to discover a QSL state, 

research has been conducted in materials having a geometrical frustration, such as a triangular, kagome, or pyrochlore 
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lattice, or anisotropic interactions such as a Kitaev material. 

Recently, there has been a surge of research done in two-dimensional TLAF materials known as delafossite AYbSe2, 

in which the rare-earth ion Yb3+ serves as an effective spin 1/2 due to the crystal electric field effect. 

In a TLAF, it has been shown that the ground state is not a QSL, but a long-range ordered state (120-degree 

structure) if the spin interaction is limited to the nearest-neighbor Heisenberg interaction (J1). One needs to suppress 

this ordered state by introducing a next-nearest neighbor (J2) to realize a QSL state. Researchers hope that replacing 

the A site ion of delafossite allows us to tune the J2/J1 ratio, which may achieve a QSL state. 

I shall provide a brief review of the research background of the TLAF and the experimental results obtained in 

several delafossite materials. 

 

 

標題：Kitaev spin liquid in tensor network representation: from loop gas construction to topological 

phase identification via quantum transfer matrix 

日時：2026 年 5 月 15 日(金) 午後 4 時 〜 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：Hyun-Yong Lee 

所属：Korea University 

要旨： 

Quantum spin liquids represent one of the most fascinating yet elusive phases of matter, characterized by long-

range entanglement and fractionalized excitations. In this seminar, I present a unified tensor network framework for 

understanding Kitaev spin liquids and their neighboring phases. Starting from a compact loop gas (LG) and string gas 

(SG) construction for the spin-1/2 Kitaev honeycomb model [PRL 123, 087203 (2019)], I show how the key features of 

the gapless Kitaev spin liquid — including symmetries, Z₂ gauge structure, criticality, and vortex-freeness — emerge 

naturally in the tensor network language without invoking Majorana fermions. This framework is then extended to 

the star lattice, where both Abelian and non-Abelian chiral spin liquids are identified through minimally entangled 

states and their entanglement spectra [PRB 101, 035140 (2020)]. I further discuss applications to realistic Kitaev 

magnets under magnetic fields using infinite tensor product states, revealing novel nematic paramagnetic phases in 

the K-Γ-Γ′ model [Nat. Commun. 11, 1639 (2020)], and to the spin-1 Kitaev model, where a gapped Z₂ spin liquid with 

Abelian anyons is established [Phys. Rev. Research 2, 033318 (2020)]. Finally, I present a recent development showing 

that the interplay between global and local symmetries of the quantum transfer matrix provides a powerful diagnostic 

for topological phases, enabling the identification of symmetry-enriched criticality and symmetry-protected edge 

modes without extensive numerical simulations [Sci. Rep. 16, 1586 (2026)]. 

 

 

標題：CeCoSi の非磁性秩序では何が隠れているのか 

日時：2026 年 5 月 20 日(水) 午前 11 時～午後 0 時 

場所：Online 

講師：谷田 博司 准教授 

所属：富山県立大学 

要旨： 

正方晶は適度な対称性を持ち、物性測定の観点でも素性が良い。結晶空間群 230 種のうち、正方晶は全 68（共型 16/非

共型52）種あるが、実在の物質が取る構造にはひどく偏りがある。CeCoSiは正方晶CeFeSi型構造（P4/nmm, No.129）

の金属間化合物で、関連物質は数多くある。構造は非共型で、結晶全体では空間反転対称性を持つが、各原子位置では破
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れている。こうした枠に埋め込まれた Ce の 4f 電子は低温で反強磁性秩序（9.4 K）を示すが、それ以外に非磁性秩序

（12 K＠常圧）のあることが知られて久しい。格子変形を伴うことから端的には構造転移だが、その起源はまったく自明

ではない。当日は、物質開拓的観点から見た CeCoSi とその最近の進展を、関連物質とともに議論した。 

 

 

標題：Topological crystals in two-dimensional materials 

日時：2026 年 5 月 21 日(木) 午前 10 時 30 分～午前 11 時 30 分 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：副島 智大 

所属：New York University And The Flatiron institute 

要旨： 

A large Berry curvature prevalent in graphene multilayer systems can combine with strong interaction to create a 

new phase of matter: topological electron crystals. These crystals carry nonlocal topology and Hall response, 

challenging our intuition that electron crystals consist of semiclassically localized particles. In this talk, I will survey 

some of the unusual properties of these crystals, and discuss model Hamiltonians that shed light on the mechanism 

behind these crystals. 

 

 

標題：Leveraging generalized symmetries in Quantum Matter and Quantum Codes  

日時：2026 年 5 月 22 日(金) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：小林 良平 

所属：東京大学 工学系研究科 物理工学専攻 

要旨： 

Over the last decade, the notion of global symmetry has undergone a broad and fruitful generalization. In this talk, 

I will discuss two striking applications of generalized symmetries: first, their role in constraining the low-energy 

dynamics of quantum many-body systems; and second, their utility in organizing and classifying the logical operations 

of quantum error-correcting codes. I will present a microscopic characterization of ’t Hooft anomalies associated with 

generalized symmetries in lattice models and explain how these symmetries constrain dynamics through Lieb-Schultz-

Mattis-type constraints. I will then describe how symmetry principles can be used to understand the logical operations 

of stabilizer codes, highlighting important examples such as the transversal T gate in two-dimensional non-Pauli codes 

realizing non-Abelian D4 topological order. This talk is intended as a broad summary of my work over the past few 

years. I will aim to emphasize the common conceptual thread connecting these developments. 

 

 

標題：スピングラスとカイラリティ 

日時：2026 年 5 月 28 日(木) 午前 10 時～午前 11 時 30 分 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：川村 光 

所属：神戸大学ライフ光学イノベーション研究センター 

要旨： 

Research on spin glasses has a long history of more than half a century. While the concept and the methodology 

developed in the spin glass research has had far-reaching impacts on wider areas including bioscience and information 
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science, a bit surprisingly, the original problem of spin glasses as magnets has not fully been understood yet, some 

unsolved puzzles still remaining. Here, I shall return the origin, and deal with the issue of what is the true nature of 

the ordering of spin-glass magnets, from the viewpoint of the `chirality’ — a multi-spin quantity representing the 

handedness of the noncoplanar spin structure. The chirality scenario claims that the chirality is a true but hidden 

order parameter of the real-world spin glass transition of Heisenberg-like spin glasses, i.e., nearly isotropic spin glasses 

with weak random magnetic anisotropy including canonical spin glasses [1,2]. The scenario indeed provides various 

predictions to real spin glass ordering. The experimental data are then examined from the perspective of the chirality 

scenario, which seem, overall, supportive of the scenario. 

[1] H. Kawamura, PRL 68, 3785 (1992); JPSJ 79, 011001 (2010). 

[2] H. Kawamura, submitted to JPCM (2026). 

 

 

標題：Microscopic Theory of Phonon-Induced Spin Transport in Chiral Materials 

日時：2026 年 5 月 29 日(金) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：加藤 岳生 

所属：東京大学 物性研究所 

要旨： 

In recent years, spin polarization has been observed in helical polymers despite the absence of magnetism, attracting 

significant attention. This phenomenon is known as chirality-induced spin selectivity (CISS). Although CISS is 

believed to originate from lack of inversion symmetry in materials, its microscopic mechanism remains poorly 

understood. 

In this presentation, after reviewing the current theoretical and experimental status of CISS, we discuss the 

magneto-rotational effect, which describes the conversion of angular momentum between electron spins and rigid-body 

rotations. We then present a mechanism for the conversion between phonons and electron spins at a normal 

metal/chiral insulator junction [1]. If time permits, we will also briefly discuss calculations based on a one-dimensional 

polymer model [2]. 

[1] T. Funato, M. Matsuo, and T. Kato, Phys. Rev. Lett. 132, 236201 (2024) 

[2] R. Sano and T. Kato, arXiv:2404.19000 

 

 

標題：Optical renormalization of collective magnetic excitations in quantum materials  

日時：2026 年 6 月 4 日(木) 午後 2 時～午後 3 時 30 分 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：Davide Bossini 

所属：University of Konstanz 

要旨： 

The optical manipulation of the macroscopic properties of solids is one of the main research directions in 

contemporary condensed matter physics. The ability to control the magnetic and ferroelectric order parameter via 

laser pulses has been demonstrated. Moving beyond order-parameter control, an emerging frontier is the tailoring of 

collective excitations, and ultimately their dispersion relations, as a means to achieve a deeper and more versatile 

control of material functionality. 
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In this talk, I will focus on collective magnetic excitations and begin by introducing their dispersion relations in 

antiferromagnets, the most abundant class of magnetic materials. I will briefly discuss how these excitations can be 

coupled to charge degrees of freedom – a key concept underlying spintronics – highlighting recent progress involving 

processes at terahertz frequencies [1-2]. 

The main part of the talk will address the optical manipulation and renormalization of magnon spectra. I will show 

how resonant excitation of specific magnetic and electronic transitions drives the system into non-equilibrium states 

in which magnon modes, that are not directly excited, become activated and substantially renormalized. Two distinct 

physical scenarios will be discussed. In the first, optical excitation of electronic transitions modifies the magnetic 

anisotropy in a 20-nm-thick magnetic film, leading not only to the generation of coherent magnons but also to an on-

demand frequency renormalization [3]. By tuning the pump fluence and the external magnetic field, both redshifts 

and blueshifts of the magnon frequency are achieved, reaching up to 40% of its equilibrium value at room temperature. 

In the second scenario, I will present an approach based on high-momentum magnons with wave vectors near the 

edges of the Brillouin zone, which can be resonantly driven using midinfrared laser pulses. This excitation pathway 

activates distinct zone-center modes whose amplitudes and frequencies are strongly renormalized compared to their 

equilibrium values [4]. I will conclude by outlining future perspectives of this research direction, with the longterm 

goal of achieving arbitrary optical control over magnon dispersion relations in quantum materials. 

[1] T. Mezger et al. Physical Review Letter 135, 076702 (2025)． 

[2] M. Cimander et al. Nature Communications 17, 1480 (2026)． 

[3] V. Wiechert et al. Nature Communications 17, 145 (2026)． 

[4] C. Schoenfeld et al. Science Advances 11, 25 (2025)． 

 

 

標題：量子生物物理：分子物質系の動的機能の理解と応用に向けて 

日時：2026 年 6 月 5 日(金) 午後 4 時～午後 5 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：石崎 章仁 

所属：東京大学 大学院理学系研究科 化学専攻 物理化学講座 量子化学研究室 

要旨： 

いかなる量⼦系も純粋な孤⽴系とは⾒なし得ず、常に何らかの外界と接触することで、ときに量⼦性が破壊され、とき

には量⼦性が頑健に保持されます。殊に複雑な分⼦系においては量⼦性の維持と崩壊のバランスが化学反応の様態に大き

な影響を及ぼし得るため、「多⾃由度ゆえに生じる揺らぎや摩擦に曝されながら量⼦効果はどのような影響を受けるのか」

を理解することは物理化学／化学物理において重要な課題となります。 

光合成初期過程における動的過程は、そのような量⼦散逸系の顕著な例の一つといえます。フェムト秒レーザーを⽤い

た分光計測技術の成熟により、タンパク質の運動による⾊素の電⼦状態の動的揺らぎや複数の⾊素に広がる電⼦励起の量

⼦⼒学的⾮局在化状態、タンパク質内部でのエネルギーの流れなど、ダイナミクスや量⼦⼒学的現象が詳細に観測できる

ようになりました。観測された生体分子系における量子系に対する揺動散逸現象は欧米の量子物理学者を強く刺激し、量

子生物物理という新たな学際領域が隆盛する契機の一つとなりました。 

本セミナーでは、光合成タンパク質が内包⾊素分⼦の電⼦状態に与える動的揺らぎの大きさ・時間スケール・⾮マルコ

フ性に着⽬することで、⽣体分⼦系における量⼦現象を制御する動的揺らぎの役割の解析、また、分子物質系における動

的機能探求への展開を議論したく思います。また、解決したくて解決できない幾つかの問題について物性研の皆様のご意

見を伺いたく、話題提供できればと思います。さらに、現在進めている⾮古典的光を利⽤した時間分解分光計測の理論研

究の試みについて紹介いたします。  
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標題：Nonadiabatic current driven by phonon-induced quantum geometry in Dirac electron systems 

日時：2026 年 6 月 8 日(月) 午後 2 時～午後 4 時 

場所：物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：目黒 智成 

所属：九州大学 理学研究院 物理学部門 凝縮系理論研究室 

要旨： 

超高速光技術の発展により、フォノンを高速かつモード選択的に駆動することが可能になっている。これにより断熱描

像を超えて、電子格子相互作用を介した非断熱輸送現象を探索する可能性が広がりつつある。本研究では、非断熱半古典

波束法を用いて、フォノンダイナミクスを入力とした非線形電流生成を理論化する。Haldane 模型、Kane–Mele 模型お

よび連続 Dirac 模型を解析し、応答の起源をフォノン座標を含む“混合”量子幾何の観点から議論した。 

 

 

標題：Thermodynamics of dilute anyon gases from fusion constraints 

日時：2026 年 6 月 12 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 2 時 30 分 

場所：Online 及び物性研究所本館 6 階 第 2 セミナー室 (A612) 

講師：Prof. Hart Goldman 

所属：University of Minnesota 

要旨： 

Recent measurements on 2d materials tuning between fractional quantum anomalous Hall phases and a plethora 

of correlated electronic states call for a detailed understanding of the dynamics of anyons. In this talk, I will develop a 

general theory of the statistical mechanics of anyon gases, valid in regimes where the anyons are sufficiently dilute. 

With a minimal set of universal braiding and fusion data, along with information about the hierarchy of anyon gaps, 

I will discuss how it is possible to construct a distribution function for any dilute anyon gas, as well as derive 

thermodynamic observables. Our results are built on a new kind of anyon exclusion principle, which arises as a 

constraint on fusion outcomes of physical states, complementing earlier proposals of fractional exclusion statistics. 

Our approach unifies and streamlines a range of results for itinerant anyon models, from solvable lattice Hamiltonians 

to large-N field theories. 

 

 

標題：層状有機超伝導体における強磁場中での超伝導研究 −FFLO 状態に対する乱れの効果と超伝導ゆらぎの観測− 

日時：2026 年 6 月 12 日(金) 午前 11 時～午後 0 時 

場所：Online 

講師：杉浦 栞里 助教 

所属：東北大学金属材料研究所 

要旨： 

強磁場中で観測される特異な超伝導状態のひとつとしてFFLO超伝導状態がある。クーパー対が重心運動量を持つこと

が特徴であるFFLO状態の発現には軌道対破壊効果が十分に抑制されていること、および電子系のクリーンさが必要であ

るとされてきたが、後者については系統的な実験結果がなく、電子散乱とFFLO安定性との関係が未解決問題として残さ

れていた。そこで本研究では、有機超伝導体へX 線を照射することにより人為的に散乱体を導入した試料を用いた強磁場

中での抵抗測定および超音波測定を行った。実験の結果から、FFLO 超伝導状態は電子の平均自由行程と超伝導のコヒー

レンス長とが同程度になると不安定化することが明らかになった。本セミナーではこの結果についての詳細と、最近進め

ているFFLO状態を含む電子系の空間不均一性やゆらぎを検出する手法としての抵抗ノイズ測定の強磁場への展開につい

ても紹介した。  
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標題：Visualization of Concerted Ion Migration by Topological Data Analysis  

日時：2026 年 6 月 12 日(金) 午後 3 時～午後 4 時 

場所：Online 及び物性研究所本館 6 階 第 5 セミナー室 (A615) 

講師：佐藤 龍平 

所属：東京大学 

要旨： 

Solid-state electrolytes (SSEs) are promising materials for green energy technologies, including next-generation 

batteries and electrocatalysts. One of the key mechanisms underlying their high ionic conductivity is concerted ion 

migration, where the hopping motion of one ion triggers successive hopping events of nearby ions. This phenomenon 

is inherently a many-body process involving both ion–ion and ion–lattice interactions. As a result, a general model 

capable of describing how many ions participate in concerted migration and how such chain-like migration pathways 

emerge has remained elusive. In this seminar, I will present a new graph-based theory that visualizes concerted ion 

migration from ionic displacement vectors obtained in molecular dynamics (MD) simulations and enables quantitative 

evaluation of ionic conductivity [1]. Finally, I will discuss local interactions among mobile ions from the perspective of 

persistent homology analysis [2]. 

[1] R. Sato et. al., Chem. Mater., 38 (2025) 287. 

DOI: https://doi.org/10.1021/acs.chemmater.5c02374 

[2] R. Sato et. al., J. Chem. Phys., 158 (2023) 144116. 

DOI: https://doi.org/10.1063/5.0143387 

  

https://doi.org/10.1021/acs.chemmater.5c02374
https://doi.org/10.1063/5.0143387
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【研 究 部 門 等】 

発令日 氏 名 部門・施設名等 職 名 備  考 

 

〈 定 年 退 職 〉 

R8.3.31 廣井 善二 附属物質設計評価施設 所長･教授 なし 

R8.3.31 常次 宏一 物性理論研究部門 教授 なし 

R8.3.31 森 初果 凝縮系物性研究部門 教授 
東京理科大学研究推進機構総合研究院 

院長/教授へ 

R8.3.31 大谷 義近 ナノスケール物性研究部門 教授 東北大学大学院理学研究科 教授へ 

 

〈 辞 職 〉 

R8.3.31 押川 正毅 量子物質研究グループ 教授 オハイオ州立大学 教授へ 

R8.3.31 佐藤 洋介 ナノスケール物性研究部門 助教 
合同会社デロイトトーマツ 

シニアコンサルタントへ 

 

〈 採 用 〉 

R8.4.1 越野 幹人 物性理論研究部門 教授 大阪大学 教授より 

R8.4.1 久保田 雄也 附属極限コヒーレント光科学研究センター 准教授 理化学研究所 研究員より 

R8.4.1 廣瀬 崇至 附属物質創成研究センター 准教授 京都大学化学研究所 准教授より 

R8.4.1 
PIYAWONGWATTHANA 

PHARIT 
附属中性子科学研究施設 助教 日本原子力研究開発機構 博士研究員より 

R8.4.1 須藤 健太 附属国際超強磁場科学研究施設 助教 
附属国際超強磁場科学研究施設 

特任研究員より 

R8.4.1 張 文雄 附属極限コヒーレント光科学研究センター 助教 
附属極限コヒーレント光科学研究センター  

学術専門職員より 

R8.4.1 青木 基 附属量子ナノ物性研究センター 助教 

Catalan Institute of Nanoscience and Nanotechnology 

Physics and Engineering of Nanodevices 

日本学術振興会海外特別研究員より 

R8.4.1 塩谷 太基 附属物質創成研究センター 助教 
京都大学大学院工学研究科 

日本学術振興会特別研究員より 

 

〈 兼 務 〉 

R8.4.1 小林 洋平 物性研究所 所長 

本務：附属極限コヒーレント光科学研究センター 

教授 

期間：令和8年4月1日～令和11年3月31日 

R8.4.1 藤堂 眞治 附属数値物性科学研究施設 教授 
本務：大学院理学系研究科 教授 

期間：令和8年4月1日～令和9年3月31日 

R8.4.1 LE DUC ANH 附属量子ナノ物性研究センター 准教授 
本務：大学院工学系研究科 准教授 

期間：令和8年4月1日～令和9年3月31日 

R8.4.1 黒山 和幸 附属量子ナノ物性研究センター 准教授 
本務：生産技術研究所 准教授 

期間：令和8年4月1日～令和9年3月31日 

R8.4.1 吉見 龍太郎 附属量子ナノ物性研究センター 准教授 
本務：大学院新領域創成科学研究科 准教授 

期間：令和8年4月1日～令和9年3月31日 

東京大学物性研究所人事異動一覧 
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〈 客員：テーマ限定型 〉 

R8.4.1 小林 玄器 附属中性子科学研究施設 客員教授 
本務：理化学研究所 主任研究員 

期間：令和8年4月1日～令和9年3月31日 

 

 

  



■ ■ ■ ■ ■ ■ ■    物性研だより第 66 巻第 2 号  60 

【事 務 部 門 等】 

発令日 氏 名 部門・施設名等 職 名 備  考 

 

〈 転 出 〉 

R8.3.31 小野 豊 物性研究所 副事務長 
理学系研究科等経理課経理系施設チーム 

シニアエキスパート（事務）へ 

R8.3.31 近藤 舞 物性研究所共同利用係 一般職員 
柏地区共通事務センター契約チーム 

一般職員へ 

R8.3.31 宮井 杏佳 附属図書館柏地区図書課資料管理チーム 

一般職員

(物性研図

書室担当） 

教養学部等図書課図書館サービスチーム 

一般職員へ 

 

〈 転 入 〉 

R8.4.1 木下 誠一 物性研究所 副事務長 経済学研究科等 副事務長より 

 

〈 採 用 〉 

R8.4.1 加藤 柚季葉 物性研究所共同利用係 一般職員 新規採用 

R8.4.1 大屋 知穂 附属図書館柏地区図書課資料管理チーム 

一般職員

(物性研図

書室担当) 

新規採用 

 

〈 昇 任 〉 

R8.4.1 竹山 牧子 物性研究所共同利用係 上席係長 物性研究所共同利用係 係長より 
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1．奨学寄附金 

件    数 金 額 （円） 

28 65,895,900 

 

＜受託研究＞ 

研  究  題  目 委 託 者 受 入 金 額 （円） 研 究 代 表 者 

時空間で精密制御した輻射場による表面反
応プロセス 

（国研）科学技術振興機構 27,560,000 
ナノスケール物性研究部門 
教授 𠮷信 淳 

2 次元ホウ素未踏マテリアルの創製と機能開
拓 

（国研）科学技術振興機構 33,800,000 
極限コヒーレント光科学研究センター 
教授 松田 巌 

ＡＩが先導するオートメーションタンパク質工学
の創出 

（国研）科学技術振興機構 10,986,300 
機能物性研究グループ 
准教授 井上 圭一 

異種混合配列オリゴマーによる超高伝導性材
料の創製 

（国研）科学技術振興機構 20,553,000 
凝縮系物性研究部門 
助教 藤野 智子  

強相関系の非平衡開放系ダイナミクスと量子
情報 

（国研）科学技術振興機構 2,600,000 
機能物性研究グループ 
助教 沼澤 宙朗 

マイクロ波を用いた原子層物質の新現象探索 （国研）科学技術振興機構 52,942,500 
凝縮系物性研究部門 
助教 田中 未羽子 

2 次元結晶ナノ構造の設計原理と量子機能
性開拓 

（国研）科学技術振興機構 1,040,000 
凝縮系物性研究部門 
准教授 井手上 敏也 

テラヘルツ駆動高速ホール伝導ダイナミクス
の精密計測と学理構築 

（国研）科学技術振興機構 8,840,000 
極限コヒーレント光科学研究センター 
准教授 松永 隆佑 

量子多体計算手法の革新で拓く強相関物質
科学 

（国研）科学技術振興機構 8,320,000 
計算物質科学研究センター 
特任准教授 三澤 貴宏 

反強磁性体の多層膜を用いた磁気トンネル
接合及びダイナミクスの実験的研究 

（国研）科学技術振興機構 2,600,000 
量子物質研究グループ 
准教授 三輪 真嗣 

新奇量子物性や革新的電子機能を示す遷移
金属化合物の新物質開拓 

（国研）科学技術振興機構 36,400,000 
物質設計評価施設 
教授 岡本 佳比古 

人材育成と量子スピントロニクス技術の基盤
確立に向けた日仏共同イニシアティブ 

（国研）科学技術振興機構 91,325,000 
ナノスケール物性研究部門 
教授 大谷 義近 

デジタルプラットフォームの構築と有用性実証 （国研）科学技術振興機構 33,998,900 
物質設計評価施設 
教授 川島 直輝 

強相関ソフトマターの時空間階層構造解析 （国研）科学技術振興機構 9,100,000 
中性子科学研究施設 
准教授 眞弓 皓一  

2㎛帯ファイバーレーザーの開発：高出力化、
等 

（国研）科学技術振興機構 681,200,000 
極限コヒーレント光科学研究センター 
教授 小林 洋平 

パワーレーザーDXプラットフォーム （大）大阪大学 4,400,000 
極限コヒーレント光科学研究センター 
教授 小林 洋平 

データ連携部会 （国研）物質・材料研究機構 13,808,600 
物質設計評価施設 
教授 尾崎 泰助 

生と死のはざま Step1 株式会社トヨタコンポン研究所 5,512,000 
凝縮系物性研究部門 
准教授 高木 里奈  

パルス駆動半導体レーザーを用いた時間領
域テラヘルツ計測システムの研究開発 

関東総合通信局 5,200,000 
機能物性研究グループ 
教授 秋山 英文 

紫外光を用いた光遺伝学の創生 学校法人慶應義塾 5,200,000 
機能物性研究グループ 
助教 永田 崇 

超高速軟 X線ハイパースペクトル顕微鏡の開
発 

（国研）科学技術振興機構 4,810,000 
極限コヒーレント光科学研究センター 
准教授 木村 隆志 

フント励起子不安定性によるスキルミオン結晶
とチャーン絶縁体の実現 

（国研）科学技術振興機構 2,990,000 
物質設計評価施設 
助教 大熊 隆太郎 

非線形ゆらぎを活用した超高速省エネルギー
光デバイスの実現 

（国研）科学技術振興機構 19,500,000 
機能物性研究グループ 
教授 秋山 英文 

革新的熱管理デバイスのための 2 次元材料
ヘテロ構造の作製 

（国研）科学技術振興機構 520,000 
凝縮系物性研究部門 
准教授 井手上 敏也 

モアレ分子科学の創生 （国研）科学技術振興機構 72,320,300 
ナノスケール物性研究部門 
准教授 島﨑 佑也 

令和７年度外部資金の受入について 
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キラル材料を用いた電気化学反応に関する
基盤研究開発 

（国研）科学技術振興機構 650,000 
量子物質研究グループ 
准教授 三輪 真嗣 

ＡＩ等の活用を推進する研究データエコシステ
ム構築事業ユースケース創出事業 

大学共同利用機関法人情報・
システム研究機構 

4,000,000 
物質設計評価施設 
特任研究員 吉見 一慶 

水素を用いたリン酸の触媒的還元による亜リ
ン酸製造技術開発 

三井化学株式会社 187,000 
極限コヒーレント光科学研究センター 
教授 松田 巌  

合    計   1,160,363,600   

 

＜共同研究＞ 

研  究  題  目 相 手 側 機 関 相手側負担分 本学負担分 研 究 担 当 教 員 

シンチレータ中性子検出器の試験評価に関
する共同研究 

（国研）日本原子力研究開発
機構 

    
中性子科学研究施設 
准教授 中島 多朗 

総合的パルス強磁場を用いた創発物性の開
拓 

（国研）理化学研究所 10,000,000   
国際超強磁場科学研究施設 
教授 徳永 将史 

次世代レーザー及び加工の共通基盤技術開
発に関する研究 

（国研）産業技術総合研究所     
極限コヒーレント光科学研究センター 
教授 小林 洋平 

磁歪の光ファイバセンサによる高速検出（2） （国研）産業技術総合研究所     
国際超強磁場科学研究施設 
教授 松田 康弘 

月面ローバ給電システムに向けたレーザーエ
ネルギー伝送受光素子の最適化 

（国研）宇宙航空研究開発機構 499,785   
機能物性研究グループ 
教授 秋山 英文 

中性子散乱による創発電磁場の研究 （国研）理化学研究所 10,000,000   
中性子科学研究施設 
准教授 中島 多朗 

新しい強磁場マグネット用高強度・高伝導率
導体の開発 

（国研）物質・材料研究機構   1,430,000 
国際超強磁場科学研究施 
教授 金道 浩一 

極低温下の量子デバイスに対する超精密・高
速信号読み出し手法の構築 

（国研）産業技術総合研究所     
ナノスケール物性研究部門 
准教授 橋坂 昌幸 

熱回収型太陽電池に関する研究 （国研）産業技術総合研究所     
機能物性研究グループ 
教授 秋山 英文 

クエンチ法の開拓と準安定強磁場相の創出 （国研）物質・材料研究機構     
国際超強磁場科学研究施設 
助教 石井 裕人 

中性子線利用技術の産業応用に関する研究 （一財）総合科学研究機構 195,000   
中性子科学研究施設 
准教授 眞弓 皓一  

放射光エックス線分光によるユビキタス元素レ
ドックスフロー電池の解析 

（国研）産業技術総合研究所     
極限コヒーレント光科学研究センター 
教授 原田 慈久 

放射光エックス線分光による二次電池材料解
析 

（国研）産業技術総合研究所     
極限コヒーレント光科学研究センター 
教授 原田 慈久 

合金材料表面における表面化学過程に関す
る研究 

（国研）産業技術総合研究所     
ナノスケール物性研究部門 
教授 𠮷信 淳 

接着剤の接合界面に関する研究 （国研）産業技術総合研究所     
ナノスケール物性研究部門 
教授 𠮷信 淳 

月面ローバ給電システムに向けたレーザーエ
ネルギー伝送受光素子の研究 

（国研）宇宙航空研究開発機構 999,570   
機能物性研究グループ 
教授 秋山 英文 

 

【企業との共同研究 34件】  90,935,480     

合   計  112,629,835 1,430,000   
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１．職名および人数  

助教 1 名  

２．所属  

物性研究所附属物質創成研究センター  

３．就業場所  

物性研究所柏キャンパス（千葉県柏市柏の葉 5-1-5）  

変更の範囲：変更がある場合には、本学の指定する場所に限る。ただし、配置換又は出向を意に反して命じられるこ

とは原則としてない。詳細は東京大学教員の就業に関する規程第 4 条による。  

４．公募・業務内容  

廣瀬准教授と協力して、分光学的または電気化学的な機能を示す分子材料の物質創成を推進する意欲のある若手研究

者を公募する。有機合成化学的な手法を基盤とし、自身の専門性を活かして新たな研究領域の開拓に挑戦するととも

に、国内外の共同研究や大学院生の教育に意欲的に取り組む方を希望する。  

変更の範囲：配置換、兼務又は出向を命じることがある。ただし、意に反して命じられることは原則としてない。 

詳細は東京大学教員の就業に関する規程第 4 条による。  

５．応募資格  

博士号または同等の資格を有する、または着任までに取得見込の方  

６．雇用開始日  

採用決定後なるべく早い時期  

７．任期および更新の有無  

任期 5 年、ただし再任は可とし、1 回を限度とする。  

８．試用期間  

採用された日から 14 日間（東京大学教職員就業規則第 8 条による）  

９．応募締切  

令和 8 年 8 月 17 日（月）必着  

10．提出書類  

（イ）応募の場合  

○履歴書（東京大学統一履歴書（https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html）を用いること）  

○業績リスト（特に重要な論文に○印を付けること）  

○主要論文（3 編）  

○研究業績の概要（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○研究計画書（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○応募者についての推薦書または意見書（作成者から以下応募フォーム記載のアップロード URL に直送）  

○学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の刑事罰、行政処分及び懲戒処分にかかる申告書 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-1.docx 

（詳細） 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-2.pdf 

（ロ）推薦の場合 

○履歴書（東京大学統一履歴書（https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html）を用いること） 

○業績リスト（特に重要な論文に○印を付けること） 

○主要論文（3 編） 

○研究業績の概要（A4 用紙 2－3 枚程度） 

○研究計画書（A4 用紙 2－3 枚程度） 

○推薦書 
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○学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の刑事罰、行政処分及び懲戒処分にかかる申告書 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-1.docx 

（詳細） 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-2.pdf 

11．提出方法 

以下の応募フォーム URL に、必要事項を入力の上、フォーム記載のアップロード URL に応募書類一式を PDF ファ

イルとしてアップロードすること（応募の場合、推薦書または意見書は、作成者からフォーム記載のアップロード

URL に直送のこと） 

応募フォーム URL：https://forms.cloud.microsoft/r/jK5mmmUdi5 

※提出に関して不明な場合には総務係へ連絡してください。 

連絡先：〒277-8581 千葉県柏市柏の葉 5-1-5 東京大学物性研究所総務係 

Email：issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp 

12．照会先 

提出手続きに関する問い合わせは上記連絡先に、それ以外は下記まで問い合わせること 

東京大学物性研究所 附属物質創成研究センター 准教授 廣瀬 崇至 

e-mail:thirose@issp.u-tokyo.ac.jp 

13．募集者名称 

国立大学法人東京大学 

14．就業時間 

専門業務型裁量労働制により、1 日 7 時間 45 分勤務したものとみなされる 

15．休日 

土・日、祝日、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

16．休暇 

年次有給休暇、特別休暇等 

17．賃金等 

学歴・職務経験等を考慮して決定。昇給制度あり。 

（参考：概算年収は 400～800 万円程度。ただし、学歴・職務経験等を考慮して決定されるため、記載の金額を保証

するものではありません。）  

諸手当：賞与（年 2 回）、通勤手当（原則 55,000 円まで）のほか、本学の定めるところによる  

18．加入保険  

法令の定めにより文部科学省共済組合、雇用保険、労災保険に加入  

19．その他  

○東京大学物性研究所教授会の議を経て審査決定します。ただし、適任者のない場合は決定を保留します。  

○東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。  

〇産前・産後休暇及び育児休業による中断期間分を雇用延長することがあります。（東京大学における教員の任期に

関する規則第 3 条による。詳細は応相談）  

〇採用時点で、外国法人、外国政府等と個人として契約している場合や、外国政府等から金銭その他の重大な利益を

得ている場合、外為法の定めにより、一定の技術の共有が制限され、結果として本学教職員としての職務の達成が

困難となる可能性があります。このような場合、当該契約・利益については、職務に必要な技術の共有に支障のな

い範囲に留める必要があります。  

○提出書類等は返却しませんので、了解の上、応募または推薦してください。また、履歴書は本公募の用途に限り使

用し、個人情報は正当な理由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは一切ありません。  

○受動喫煙防止措置の状況は屋内原則禁煙（喫煙場所設置）です。  

 

令和 8 年 5 月 29 日 

東京大学物性研究所長  小林 洋平 
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１．職名および人数  

助教 1 名  

２．所属  

物性研究所附属量子ナノ物性研究センター  

３．就業場所  

物性研究所柏キャンパス（千葉県柏市柏の葉 5-1-5）  

変更の範囲：変更がある場合には、本学の指定する場所に限る。ただし、配置換又は出向を意に反して命じられるこ

とは原則としてない。詳細は東京大学教員の就業に関する規程第 4 条による。  

４．公募内容  

橋坂所員と協力し、微細加工技術を用いて、半導体、超伝導体、トポロジカル物質、あるいは低次元物質などの量子

機能や量子デバイスに関する物性実験を推進する若手研究者を募集する。研究室運営への適切な関与、および大学院

生の教育・研究指導への積極的な参画を求める。また、共同研究・共同利用を通じて自身の研究の幅を広げる意欲を

有する方を歓迎する。  

変更の範囲：変更がある場合には、本学の指定する場所に限る。ただし、配置換又は出向を意に反して命じられるこ

とは原則としてない。詳細は東京大学教員の就業に関する規程第 4 条による。  

５．応募資格  

博士号または同等の資格を有する、または着任までに取得見込の方  

６．契約時期  

採用決定後なるべく早い時期  

７．任期  

任期 5 年、ただし再任は可とし、１回を限度とする。  

８．試用期間  

採用された日から 14 日間（東京大学教職員就業規則第 8 条による）  

９．応募締切  

令和 8 年 8 月 28 日（金）必着  

10．提出書類  

（イ）応募の場合  

○履歴書（東京大学統一履歴書（https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html）を用いること）  

○業績リスト（特に重要な論文に○印を付けること）  

○主要論文（3 編）  

○研究業績の概要（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○研究計画書（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○応募者についての推薦書または意見書（作成者から以下応募フォーム記載のアップロード URL に直送）  

○学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の刑事罰、行政処分及び懲戒処分にかかる申告書 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-1.docx 

（詳細） 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-2.pdf 

（ロ）推薦の場合 

○履歴書（東京大学統一履歴書（https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html）を用いること） 

○業績リスト（特に重要な論文に○印を付けること） 

○主要論文（3 編） 

○研究業績の概要（A4 用紙 2－3 枚程度） 

○研究計画書（A4 用紙 2－3 枚程度） 
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○推薦書 

○学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の刑事罰、行政処分及び懲戒処分にかかる申告書 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-1.docx 

（詳細） 

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-2.pdf 

11．提出方法 

以下の応募フォーム URL に、必要事項を入力の上、フォーム記載のアップロード URL に応募書類一式を PDF ファ

イルとしてアップロードすること（応募の場合、推薦書または意見書は、作成者からフォーム記載のアップロード

URL に直送のこと） 

応募フォーム URL：https://forms.cloud.microsoft/r/Ht4x2mf70Z 

※提出に関して不明な場合には総務係へ連絡してください。 

連絡先：〒277-8581 千葉県柏市柏の葉 5-1-5 東京大学物性研究所総務係 

Email：issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp 

12．照会先 

提出手続きに関する問い合わせは上記連絡先に、それ以外は下記まで問い合わせること 

東京大学物性研究所量子ナノ物性研究センター 准教授 橋坂 昌幸 

e-mail:hashisaka@issp.u-tokyo.ac.jp 

13．募集者名称 

国立大学法人東京大学 

14．就業時間 

専門業務型裁量労働制により、1 日 7 時間 45 分勤務したものとみなされる 

15．休日 

土・日、祝日、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

16．休暇 

年次有給休暇、特別休暇等 

17．賃金等 

学歴・職務経験等を考慮して決定。昇給制度あり。 

（参考：概算年収は 400～800 万円程度。ただし、学歴・職務経験等を考慮して決定されるため、記載の金額を保証

するものではありません。）  

諸手当：賞与（年 2 回）、通勤手当（原則 55,000 円まで）のほか、本学の定めるところによる  

18．加入保険  

法令の定めにより文部科学省共済組合、雇用保険、労災保険に加入  

19．その他  

○東京大学物性研究所教授会の議を経て審査決定します。ただし、適任者のない場合は決定を保留します。  

○東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。  

〇産前・産後休暇及び育児休業による中断期間分を雇用延長することがあります。（東京大学における教員の任期に

関する規則第 3 条による。詳細は応相談）  

〇採用時点で、外国法人、外国政府等と個人として契約している場合や、外国政府等から金銭その他の重大な利益を

得ている場合、外為法の定めにより、一定の技術の共有が制限され、結果として本学教職員としての職務の達成が

困難となる可能性があります。このような場合、当該契約・利益については、職務に必要な技術の共有に支障のな

い範囲に留める必要があります。  

○提出書類等は返却しませんので、了解の上、応募または推薦してください。また、履歴書は本公募の用途に限り使

用し、個人情報は正当な理由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは一切ありません。  

○受動喫煙防止措置の状況は屋内原則禁煙（喫煙場所設置）です。  

 

令和 8 年 5 月 20 日  

東京大学物性研究所長  小林 洋平 
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１．職名および人数  

特任助教 １名  

２．所属  

物性研究所極限コヒーレント光科学研究センター軌道放射物性研究施設  

３．就業場所  

東京大学物性研究所 柏キャンパス（千葉県柏市柏の葉 5-1-5）  

附属極限コヒーレント光科学研究センター 軌道放射物性研究施設 播磨オフィス（SPring-８内）  

（兵庫県佐用郡佐用町光都 1-1-1）  

変更の範囲：変更がある場合には、本学の指定する場所に限る。ただし、配置換⼜は出向を意に反して命じられるこ

とは原則としてない。  

４．公募・業務内容  

木村研究室では、放射光や X 線自由電子レーザー、高次高調波などの先端 X 線光源と超精密光学素子を組み合わせ

た新規 X 線イメージング技術の開拓に取り組んでいる。本公募では、JST 創発的研究推進事業課題「超高速軟 X 線

ハイパースペクトル顕微鏡の開発」に参画しX 線イメージング技術の開発を行うとともに、これらの技術を表面やナ

ノ構造、生体関連物質など物性科学の研究へ展開する若手研究者を広く募集する。学生を含めた若手研究者育成、物

性研究所の共同利用実験の支援、および現在計画されている SPring-8-II へのアップグレードに向けた要素技術開発

に意欲的に取り組む方を歓迎する。  

変更の範囲：配置換、兼務又は出向を命じることがある。ただし、意に反して命じられることは原則としてない。  

５．応募資格  

博士号または同等の資格を有する、または着任までに取得見込の方  

６．雇用開始日  

令和 9 年 4 月 1 日（木）  

７．任期および更新の有無  

令和 9 年 4 月 1 日～令和 14 年 3 月 31 日、更新なし。  

８．試用期間  

採用された日から１４日間（東京大学教職員就業規則第 8 条による）  

９．応募締切  

令和 8 年 10 月 1 日（木）必着  

10．提出書類  

（イ）応募の場合  

○履歴書（東京大学統一履歴書（https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html）を用いること）  

○業績リスト（特に重要な論文に○印を付けること）  

○主要論文（3 編）  

○研究業績の概要（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○研究計画書（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○応募者についての推薦書または意見書（作成者から以下応募フォーム記載のアップロード URL に直送）  

○学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の刑事罰、行政処分及び懲戒処分にかかる申告書  

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-1.docx  

（詳細）  

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-2.pdf  

（ロ）推薦の場合  

○履歴書（東京大学統一履歴書（https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html）を用いること）  

○業績リスト（特に重要な論文に○印を付けること）  
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○主要論文（3 編） 

○研究業績の概要（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○研究計画書（A4 用紙 2－3 枚程度）  

○推薦書  

○学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の刑事罰、行政処分及び懲戒処分にかかる申告書  

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-1.docx  

（詳細）  

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/maincontents/docs/notice-harassment-2.pdf  

11．提出方法  

以下の応募フォーム URL に、必要事項を入力の上、フォーム記載のアップロード URL に応募書類一式を PDF ファ

イルとしてアップロードすること（応募の場合、推薦書または意見書は、作成者からフォーム記載のアップロード

URL に直送のこと）  

応募フォーム URL：https://forms.cloud.microsoft/r/A7409uKxJn  

※提出に関してご不明な場合には総務係へご連絡ください。  

連絡先：〒277-8581 千葉県柏市柏の葉 5-1-5 東京大学物性研究所総務係  

Email：issp-jinji@issp.u-tokyo.ac.jp  

12．照会先  

提出手続きに関する問い合わせは上記連絡先に、それ以外は下記まで問い合わせること  

東京大学物性研究所 附属極限コヒーレント光科学研究センター軌道放射物性研究施設 木村 隆志 

Email：tkimura@issp.u-tokyo.ac.jp  

13．募集者名称  

国立大学法人東京大学  

14．就業時間  

専門業務型裁量労働制により、1 日 7 時間 45 分勤務したものとみなされる。  

15．休日  

土・日、祝日、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

16．休暇 

年次有給休暇、特別休暇等 

17．賃金等 

「東京大学年俸制給与の適用に関する規則」に定める第４条、第５条及び第６条による（年額約 600 万円程度） 

諸手当：通勤手当（原則 55,000 円まで）のほか、本学の定めるところによる。 

18．加入保険 

法令の定めにより文部科学省共済組合、雇用保険、労災保険に加入 

19．その他 

○東京大学物性研究所教授会の議を経て審査決定します。ただし、適任者のない場合は決定を保留します。 

○東京大学は男女共同参画を推進しており、女性の積極的な応募を歓迎します。 

〇産前・産後休暇及び育児休業による中断期間分を雇用延長することがあります。（東京大学における教員の任期に

関する規則第 3 条による。詳細は応相談） 

〇採用時点で、外国法人、外国政府等と個人として契約している場合や、外国政府等から金銭その他の重大な利益を

得ている場合、外為法の定めにより、一定の技術の共有が制限され、結果として本学教職員としての職務の達成が

困難となる可能性があります。このような場合、当該契約・利益については、職務に必要な技術の共有に支障のな

い範囲に留める必要があります。 

○提出書類等は返却しませんので、了解の上、応募または推薦してください。また、履歴書は本公募の用途に限り使

用し、個人情報は正当な理由なく第三者への開示、譲渡及び貸与することは一切ありません。 

○受動喫煙防止措置の状況は屋内原則禁煙（喫煙場所設置）です。 

 

令和 8 年 5 月 27 日 

東京大学物性研究所長  小林 洋平 



 

 

 

 

物性研だよりの購読について 

物性研だより発行のメール連絡を希望される方は共同利用係ま

で連絡願います。 

また、物性研だよりの送付について下記の変更がある場合は、

お手数ですが共同利用係まで連絡願います。  

記 

１．送付先住所変更（勤務先⇔自宅等） 

２．所属・職名変更 

３．氏名修正（誤字脱字等） 

４．配信停止 

５．送付冊数変更（機関送付分） 

６．メール配信への変更 

 

変更連絡先：東京大学物性研究所共同利用係 

〒277-8581  柏市柏の葉 5-1-5 

メール：issp-kyodo@issp.u-tokyo.ac.jp 

 

編 集 後 記 
 

今号は、新旧所長、昨年度末の 4 人の先生の退職、そして国内外の客員所員も含めて、多くの挨拶記事

があります。物性研だよりでは、物性研の歴史を紐解く話がよく出てきます。森先生の話では、物性研の

有史以前の話として、物性研の名前の候補と物性研における「化学」との繋がりへの思いが語られていま

す。その他にも、今号でもいくつか出てきますので、是非、見つけて頂ければと思います。一方、客員所

員のお話の中では、相互の助教が乗り入れて研究を発展された數間先生や、客員所員を通じて組織間連携

への発展にも繋げて頂いた小布施先生の話もあります。 

今号の研究成果の記事の 1 つ目では、金属系における電気・磁気結合現象として、時間・空間反転に基

づいた非相反伝導の発現の仕組みを丁寧に説明して頂いています。2つ目のテンソルネットワークの機械学

習への応用では、挿入されている犬・猫等の食肉目の系統樹の図の意味をわかりたくて、途中何度もくじ

けそうになりながら読ませて頂きました。3つ目は、磁気スキルミオンの物質の強磁場物性からボーズアイ

ンシュタイン凝縮へ展開していく話で、その考察や発想を垣間見ることができます。 

物性研はこの 4 月で改組を行い、新しい体制で、そして新しい所長でスタートしましたが、早速、年末

に国際外部評価に向けた準備を進めています。この評価では、新しい体制を問うとともに、今後の将来的

な展望を描く機会となっています。その内容については、物性研だよりでもご報告できればと思っており

ます。 

 

鈴木 博之 

mailto:issp-kyodo@issp.u-tokyo.ac.jp



